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続
け
ら
れ
る
助
け
あ
い
温
も
り
の
ま

ち
」「
伝
統
文
化
の
息
づ
く
ま
ち
」「
森

と
水
の
ち
か
ら
ほ
と
ば
し
る
ま
ち
」
の

理
念
は
、
現
在
の
「
秩
父
市
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
」
に
も
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
特
集
で
は
、
こ
の
20
年
の
秩
父

市
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
４
月
１
日
、
旧
秩
父
市
・

旧
吉
田
町
・
旧
大
滝
村
・
旧
荒
川
村
が

合
併
し
、
新
た
な
「
秩
父
市
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
市
が
誕
生
し

て
20
年
の
節
目
の
年
で
す
。

　
左
の
写
真
は
、
満
開
の
桜
と
秩
父
市

役
所
旧
本
庁
舎
が
表
紙
の
、
合
併
後
の

市
報
ち
ち
ぶ
第
１
号
の
表
紙
で
す
。

　
１
市
１
町
２
村
が
合
併
し
ス
タ
ー
ト

し
た
秩
父
市
は
、
新
市
の
将
来
像
と
し

て
「
ま
ち
輝
き
　
む
ら
際
立
ち
　
森
と

水
の
ち
か
ら
ほ
と
ば
し
る
　
助
け
あ
い

　
温
も
り
の
ま
ち
　
ち
ち
ぶ
」
を
掲
げ
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

　
当
時
の
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
基

本
理
念
「
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
住
み

新
秩
父
市
誕
生

新
秩
父
市
誕
生
2020
周
年
を
迎
え
て

周
年
を
迎
え
て
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市　章
　大正15年（1926年）に制定され、平成17年の４市町村合
併後も、秩父市の市章として採用されました。
　秩父市の「父」の字を図案化したもので、協和の精神を
表現しています。

秩父市の木
カエデ

秩父市の花
シバザクラ

秩父市の鳥
オオルリ

秩
父
に
新
風
。

秩
父
に
新
風
。

　
秩
父
市
は
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に

旧
秩
父
市
、
旧
吉
田
町
、
旧
大
滝
村
、

旧
荒
川
村
が
合
併
し
、「
新
秩
父
市
」

と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
20
年
、
私
た
ち
は
数
々

の
挑
戦
と
変
化
の
時
代
を
共
に
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
秩
父
市

の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
す
べ
て

の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
、
合
併
と
い
う
大
き
な

決
断
に
臨
み
、
新
し
い
秩
父
の
礎
を
築

い
て
く
だ
さ
っ
た
当
時
の
首
長
、
議
員
、

関
係
者
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ま
に
、

深
い
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
20
年
前
の
合
併
は
、
単
に
行
政
区
域

を
一
つ
に
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域

の
力
を
結
集
し
、
次
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
強

　
新
秩
父
市
誕
生

　
　
20
周
年
に
寄
せ
て

秩
父
市
長
　
清
野
　
和
彦

い
決
意
の
表
れ
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
も
つ
伝
統
や
文
化
、

自
然
、
そ
し
て
人
の
温
か
さ
を
尊
重
し

な
が
ら
、
互
い
に
支
え
合
う
ま
ち
と
し

て
発
展
を
目
指
し
て
き
た
こ
と
こ
そ
、

秩
父
市
の
大
き
な
誇
り
で
す
。

　
こ
の
20
年
間
で
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
、
災
害
の
激
甚
化
な
ど
、
地
方

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、

私
た
ち
は
「
秩
父
の
良
さ
」
を
守
り
な

が
ら
、
新
し
い
挑
戦
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
森
林
資
源
の
活
用
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
観
光
と
暮
ら
し
が

調
和
す
る
地
域
経
済
の
創
出
、
そ
し
て

何
よ
り
も
「
こ
こ
で
暮
ら
し
て
良
か
っ

た
」
と
思
え
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向

け
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
次
の
10
年
、
20
年
に
向
け
て
、
私
た

ち
が
大
切
に
し
た
い
の
は「
つ
な
が
り
」

と
「
挑
戦
」
で
す
。
自
然
と
人
、
人
と

人
、
地
域
と
世
界
。
そ
の
つ
な
が
り
を

育
み
な
が
ら
、
秩
父
の
未
来
を
切
り
拓

く
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
、
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で

す
。
皆
さ
ん
と
共
に
、「
次
の
世
代
に

誇
れ
る
秩
父
」
を
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
20
周
年
と
い
う
節
目
は
、
過
去
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
新
た
な
時
代
の
幕

開
け
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
美
し
い
郷

土
を
愛
し
、
支
え
、
未
来
へ
と
つ
な
げ

て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
、
心

か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

個
性
あ
る
地
域
の
力
を
活
か
し
て
、
わ

か
ち
あ
い
の
秩
父
を
つ
く
る
た
め
に
、

力
強
く
歩
み
続
け
ま
す
。

吉田町章　カタカナの「ヨ」を４
つ「田」の周りに
配して「吉田」を
抽象的に図案化し
たものです。

大滝村章　大滝村の「大タキ」
の字を図案化し
たものです。

荒川村章　荒川村の「荒」の字
を図案化したも
のです。

【コラム】旧町村の町章・村章

秩
父
市
の
市
章
・
木
・
花
・
鳥

秩
父
市
の
市
章
・
木
・
花
・
鳥
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４
月　
　
　
新
「
秩
父
市
」
誕
生  

　
　
　
　
　
秩
父
市
長
職
務
執
行
者
に
猪
野
正
一
氏
（
旧
吉
田
町
長
）
が
就
任

５
月　
　
　
初
代
秩
父
市
長
に
栗
原
稔
氏
が
就
任

５
月　
　
　
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
制
定

10
月　
　
　
合
併
秩
父
市
誕
生
記
念
式
典
の
開
催

　
　
　
　
　
　
合
併
記
念
碑
の
除
幕
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
月　
　
　
お
出
か
け
楽
々
バ
ス
運
行
開
始

３
月　
　
　
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
「
旅
立
ち
の
丘
」
完
成

　
　
　
　
　
　�

全
国
の
卒
業
式
で
歌
わ
れ
る
合
唱
曲「
旅
立
ち
の
日
に
」（
作
詞
：
小
嶋
登
氏
・
作
曲
：

高
橋
浩
美
氏
）
が
秩
父
市
発
祥
で
あ
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
市
街
地
を
一
望
で
き
る

展
望
台
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

５
月　
　
　

�

羊
山
公
園
「
芝
桜
の
丘
」
の
来
園
者
が
年
間
百
万
人
を
突
破

９
月　
　
　
「
ち
ち
ぶ
芸
術
祭
」
始
ま
る

12
月　
　
　
ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス
元
気
村
発
電
所
完
成

12
月　
　
　
西
武
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
「
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
森
」
が
無
償
譲
渡

10
月　
　
　
そ
ば
処
「
ち
ち
ぶ
花
見
の
里
」
オ
ー
プ
ン

11
月　
　
　
吉
田
中
学
校
新
校
舎
完
成

11
月　
　
　
甲
武
信
源
流
サ
ミ
ッ
ト
宣
言

平
成
17
年

（2005

年
）

平
成
18
年

（2006

年
）

平
成
19
年

（2007

年
）

秩
父
市

秩
父
市
2020
年
の
歩
み

年
の
歩
み

平
成
17
年
４
月
１
日
に
誕
生
し
た
秩
父
市
の
20
年
間
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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１
月　
　
　
秩
父
第
一
中
学
校
新
校
舎
完
成

３
月　
　
　
明
日
の
笑
顔
は
世
代
を
こ
え
て
！

　
　
　
　
　
「
子
育
て
支
援
・
元
気
長
寿
の
ま
ち
」
宣
言

４
月　
　
　
「
和
銅
奉
献
１
３
０
０
年
記
念
祝
賀
ま
つ
り
」
開
催

３
月　
　
　
ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
中
心
市
宣
言

３
月　
　
　
荒
川
東
小
学
校
新
校
舎
完
成

平
成
20
年

（2008

年
）

平
成
21
年

（2009

年
）

秩父市 飛躍の20周年を祝して

　秩父市誕生20周年、誠におめでとう
ございます。合併新市の船出を担った
初代市長として、この節目を市民の皆
様と迎えられますことを、心より光栄
に思います。
　平成17年４月１日の新市誕生は、決
して平坦な道のりではありませんでし

た。１市１町２村の垣根を越え、歴史や文化などの違いを乗
り越えて「一つになる」という大事業は、市民の皆様の深い
ご理解と関係者の方々の多大なるご尽力があってこそ実現し
たものです。
　「まち輝き むら際立ち 森と水のちからほとばしる 助けあ
い 温もりのまち ちちぶ」という新市の将来像は、今も秩父
市民の道しるべです。
　この20年間で、秩父市は観光、産業、福祉、教育など、さ
まざまな分野で着実に歩みを進めてきました。現在の秩父市
の発展は、その一つ一つの努力の積み重ねの結果です。
　秩父市の光輝く未来に向けて、新たな挑戦とさらなる飛躍、
そして、市民の皆様のご健勝とご多幸を心より祈念申し上げ
ます。

　　　　　　　　　　　　　秩父市初代市長
　　　　　　　　　　　　　秩父市名誉市民　栗 原　　稔
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５
月　
　
　
第
２
代
秩
父
市
長
に
久
喜
邦
康
氏
が
就
任

10
月　
　
　
秩
父
滝
沢
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
Ｂ
Ｍ
Ｘ
コ
ー
ス
の
完
成

３
月　
　
　
高
篠
小
学
校
新
校
舎
完
成

11
月　
　
　
影
森
公
民
館
完
成

３
月　
　
　
滝
沢
ダ
ム
完
成

４
月
～　
　
ア
ニ
メ
「
あ
の
日
見
た
花
の
名
前
を
僕
達
は
ま
だ
知
ら
な
い
。」
放
送

　
　
　
　
　
　
秩
父
が
舞
台
設
定
の
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
か
ら
フ
ァ
ン
が
聖
地
巡
礼

　
　
　
　
　
　（
舞
台
探
訪
）
に
訪
れ
、ア
ニ
メ
の
聖
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

９
月　
　
　
ち
ち
ぶ
医
療
協
議
会
設
立

９
月　
　
　
ジ
オ
パ
ー
ク
秩
父
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

12
月　
　
　
秩
父
銘
仙
が
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定

３
月　
　
　
尾
田
蒔
小
学
校
新
校
舎
完
成

２
月　
　
　
秩
父
で
の
観
測
史
上
最
深
98
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
を
記
録

　
　
　
　
　
（
秩
父
特
別
地
域
気
象
観
測
所
・
上
町
）

３
月　
　
　
大
滝
小
学
校
閉
校

１
月　
　
　
秩
父
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ポ
テ
く
ま
く
ん
」
誕
生

３
月　
　
　
大
滝
中
学
校
閉
校

11
月　
　
　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
国
際
認
証
取
得

　
　
　
　
　
　�

花
の
木
小
学
校
、
南
小
学
校
、
秩
父
第
二
中
学
校
が
認
証
を
取
得
。

平
成
21
年

（2009

年
）

平
成
22
年

（2010

年
）

平
成
23
年

（2011

年
）

平
成
25
年

（2013

年
）

平
成
26
年

（2014

年
）

平
成
27
年

（2015

年
）
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　�

中
学
校
区
単
位
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
）
の
認
証

は
全
国
初
で
し
た
。

12
月　
　
　
「
秩
父
祭
の
屋
台
行
事
と
神
楽
」
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

３
月　
　
　
秩
父
宮
記
念
市
民
会
館
・
秩
父
市
役
所
本
庁
舎
開
館

３
月　
　
　
「
秩
父
吉
田
の
龍
勢
」
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

３
月　
　
　
大
滝
総
合
支
所
移
転

４
月　
　
　
秩
父
新
電
力
株
式
会
社
設
立

８
月　
　
　
秩
父
お
も
て
な
し
Ｔ
Ｖ
運
営
開
始

５
月　
　
　
第
３
代
秩
父
市
長
に
北
堀
篤
氏
が
就
任

７
月　
　
　
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ネ
マ 
ウ
ニ
ク
ス
秩
父
」
誘
致

10
月　
　
　
豊
島
区
と
の
姉
妹
都
市
締
結
40
周
年
記
念
式
典
開
催

４
月　
　
　
大
滝
国
民
健
康
保
険
診
療
所
移
転

５
月　
　
　
秩
父
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ぷ
め
る
ち
ゃ
ん
」
誕
生

６
月　
　
　
理
化
学
研
究
所
発
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
と
の
連
携
事
業

　
　
　
　
　
（
先
端
技
術
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
発
足

３
月　
　
　
世
界
初
、
秩
父
市
と
浜
松
市
で
ド
ロ
ー
ン
航
路
開
通

５
月　
　
　
第
４
代
秩
父
市
長
に
清
野
和
彦
氏
が
就
任

５
月　
　
　
第
75
回
全
国
植
樹
祭　
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
を
主
会
場
に
開
催

平
成
28
年

（2016

年
）

平
成
29
年

（2017

年
）

平
成
30
年

（2018

年
）

令
和
３
年

（2021

年
）

令
和
４
年

（2022

年
）

令
和
５
年

（2023

年
）

令
和
６
年

（2024

年
）

令
和
７
年

（2025

年
）
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◎合併特例債
合併特例債とは
・新市建設計画（新市まちづくり計画）に基づく事業が対象
・合併年度及びこれに続く15年度起債可能（平成17年度事業から令和２年度事業が対象）
・充当率　事業費の95％
・元利償還金に対する地方交付税措置　70%を基準財政需要額に算入
秩父市実績
　起債総額　24,097,300千円（後年度交付税算入額　16,868,110千円）
主な事業
　市役所本庁舎等建設　　起債額	 3,248,800千円
　北部共同調理場建設　　起債額	 346,800千円
　小・中学校空調整備　　起債額	 251,100千円
　秩父第一中学校改築　　起債額	 2,224,100千円
　尾田蒔小学校校舎改築　起債額	 928,500千円
　高篠小学校改築　　　　起債額	 770,200千円
　吉田中学校改築　　　　起債額	 776,700千円
　荒川東小学校校舎改築　起債額	 522,800千円
　難視聴対策施設整備　　起債額	 87,800千円
　市内道路整備　　　　　起債額	 7,429,300千円
　地域振興基金積立　　　起債額	 2,437,000千円
　※基金運用益及び元金を地域振興のための事業へ充当

この合併により得られた国からの支援を活用して、さまざまなまちづくりを進めてきました。

◎地方交付税合併算定替え
地方交付税合併算定替えとは
・�新秩父市として算出した額（一本算定）と合併前の旧市町村ごとに算出した合計額（算定
替え）を比較し、多い額を交付
・�合併年度及びこれに続く10年度適用、その後、激変緩和措置５年度間適用（平成17年度か
ら令和２年度）
秩父市実績
　一本算定　81,810,667千円　　算定替え　99,162,788千円　
　地方交付税増額分　17,352,121千円

　この他、特別職の削減や議員定数の削減などが
合併による財政効果としてあげられます。

市町村合併に伴う財政優遇措置

財政優遇措置
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埼玉県における面積

隣接する市町村数

関東地方の市における林野率

秩父４ダム

市内にある日本百名山（深田久弥氏選定）

データでみる新たな秩父市データでみる新たな秩父市

１位　秩父市　　　(577.83㎢)
２位　さいたま市　(217.43㎢)
３位　飯能市　　　(193.05㎢)

１位　秩父市　　　　15市町村　
　同　長野県長野市　15市町村
　同　長野市飯田市　15市町村
４位　長野県松本市　14市町村
　同　愛知県豊田市　14市町村
　同　滋賀県甲

こう
賀
か
市　14市町村

※�隣接する都道府県は、東京都・群馬県・山梨県・長野県の４都県となり、これは岐阜県高山市および
京都府南丹市と並び最多です。

　新たな秩父市は、面積577.83㎢で、埼玉県の約
15％を占めています。市域の約87％は森林となっ
ており、これは埼玉県全体の森林の約40％にあた
ります。

　市域は、飯能市・ときがわ町・横瀬町・皆野町・小鹿野町・東秩父村・神川町、東京都奥多摩町、群
馬県藤岡市・上野村・神流町、山梨県山梨市・甲州市、丹波山村、長野県川上村と境を接しています。

１位　秩父市　　　　　(86.3%)
２位　栃木県日光市　　(82.9%)
３位　群馬県みどり市　(79.1%)

　市内には、荒川水系の4 つのダムがあり、荒川流域の洪水防止•生活用水や農業用水の確保•発電
等に役立っています。また、市内の広大な森林が持つ保水機能（いわゆる「緑のダム」）とともに
荒川流域の洪水防止に大きく貢献しています。
　なお、市町村内にあるダムの数は県内で最多です。

・甲武信ヶ岳（秩父市、山梨県山梨市、長野県川上村）	 標高：2,475ｍ
・雲　取　山（秩父市、東京都奥多摩町、山梨県丹波山村）	 標高：2,017ｍ
・両　神　山（秩父市、小鹿野町）	 標高：1,723ｍ

　日本百名山（深田久弥氏選定）が３座ある市町村は、全国的に見てもまれです。

（2020年農林業センサスより集計）

浦山ダム
（荒川地区）

二瀬ダム
（大滝地区）

滝沢ダム
（大滝地区）

合
かっ
角
かく
ダム

（吉田地区）

※�林野率とは、総面積に占める森林面積および森
林以外の草生地の割合です。
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業務内容・施設名 25 26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５ ６
木 金 土 日 月 火 水 木・祝 金 土 日 月 火

ごみの収集業務（収集日は「ごみカレンダー」
にて）※収集日当日８時までに出してください。
ごみの持ち込み
※受付時間＝９時～１２時、１3時～１6時
１可燃ごみ：秩父クリーンセンター☎２４－８０５０／不燃ごみ：秩父環境衛生センター☎２３－８９２１
火葬業務

霊柩車業務
１秩父斎場☎２３－１６７８
し尿収集業務(▲：12時まで／5日から平常) ▲
※浄化槽の清掃、汚泥運搬業務の依頼は、計画的に余裕をもって清掃・運搬業者へ直接依頼してください。
１秩父広域市町村圏組合清流園☎５４－０２３２
市立病院　(外来診察日)
　　〃　　（◎：二次救急当番日） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

大滝国民健康保険診療所（医科）
　　　　　   〃　　 　　（歯科）
中村・下郷児童館
教育相談室（下郷児童館２階）
ちちぶキッズパーク
いきがいセンター・高齢者憩いの家
影森・高篠福祉交流センター
老人福祉センター渓流荘
秩父宮記念市民会館
市立図書館（秩父・荒川・吉田分館）
市立図書館（大滝分館）
歴史文化伝承館・各公民館
大滝歴史民俗資料館
荒川歴史民俗資料館
浦山歴史民俗資料館／武甲山資料館
吉田石間交流学習館
温水プール
文化体育センター
その他の体育施設
聖地公園管理事務所（メモリアルホール）
吉田元気村
ちちぶ銘仙館
秩父まつり会館
道の駅　ちちぶ（▲：15時まで） ▲

道の駅　龍勢茶屋
秩父事件資料館・龍勢会館
道の駅　大滝温泉（遊湯館）
　　　〃　（郷路館食堂）
　　　〃　（郷路館売店）
道の駅　あらかわ
じばさん商店（▲：15時まで） ▲

地場産センター（貸館）

　
何
か
と
忙
し
い
年
末
年
始
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
関
係
の
深
い
窓
口
業
務
は
毎
年
大
変
混
雑
し
ま
す
。
手
続
き
な
ど
は
お
早
め
に
済
ま
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
市
役
所
、
吉
田
・
大
滝
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川
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合
支
所
お
よ
び
各
出
張
所
等
は
、
左
表
の
業
務
案
内
や
施
設
を
除
き
、
原
則
と
し

て
12
月
27
日
㈯
～
１
月
４
日
㈰
ま
で
の
９
日
間
を
休
ま
せ
て
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だ
き
ま
す
。
な
お
、
納
税
に
つ
い
て
は
28
ペ
ー
ジ
「
12
月
の
納
税
」
記
事

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
12
月
31
日
㈬
・
１
月
１
日
（
木
・
祝
）
は
休
日
等
の
戸
籍
の
届
出
窓
口
を
実
施
せ
ず
、
警
備
員
の
み
が
配
置
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
水
道
局

で
は
、
休
業
期
間
中
の
水
道
の
使
用
申
し
込
み
や
使
用
中
止
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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間
中
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務
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企業版ふるさと納税による
ご寄付をいただきました

休
休
休

休

休
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地方自治功労

秩父市議会議員
木村 隆彦 氏
（中村町）

秩父市環境衛生
推進員連絡会
南　明久 氏
（上町）

秩父市環境衛生
推進員連絡会
柴崎 收弘 氏
（大野原）

秩父市健康推進員
連絡会

島崎 玲子 氏
（桜木町）

公衆衛生事業功労埼玉県社会福祉大会

公衆衛生事業功労

秩父市健康推進員
連絡会

千島 明子 氏
（日野田町）

第五地区民生委員・
児童委員協議会
坂本 哲男 氏
（下影森）

第五地区民生委員・
児童委員協議会
松本　司 氏
（上影森）

第五地区民生委員・
児童委員協議会
山中 啓子 氏
（上影森）

吉田地区民生委員・
児童委員協議会
女部田 猛文 氏
（上吉田）

大滝地区民生委員・
児童委員協議会
山中 若枝 氏
（三峰）

ボランティア個人
荒舩　勝 氏
（大野原）

　ご寄付をいただいた企業様をご紹介
します。誠にありがとうございました。
豊富な地域資源を活用した新しいひと
の流れをつくる事業のために
▶７月23日、株式会社Blitzから
▶７月23日、株式会社5coreから
１総合政策課☎２２－２８２３

企業版ふるさと納税による
ご寄付をいただきました　次の方から、寄付をいただきました。

社会福祉のために
▶�10月10日、女たちと幽芳窯　（小嶋邦子代表）様から、30,000円

秩父市インフォメーション
毎日午前７時55分から３～５分間
〇FMの79.0MHzにチューニング！
〇スマートフォンでも「FMプラプラちちぶエフエム」から

ご寄付ありがとうございました

ちちぶエフエムで秩父市の情報を発信中！

県

知

事

表

彰
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と　き　12月20日㈯15時～(14時30分時開場)
ところ　市役所本庁舎３階庁議室
テーマ　大雪対策・道路インフラ
申し込み不要。詳細はＣをご覧ください。
１広報広聴課☎２２－２５０５

クマに注意！目撃したら、連絡してください
生活衛生課☎２５－５２０２
各総合支所地域振興課
吉田☎７２－６０８３／大滝☎５５－０８６１／
荒川☎５４－２１１４
※土日・祝日は、☎２２－２２１１（市役所警備員室）
秩父警察署☎２４－０１１０

　市では、二十歳の節目を祝福し、次のとおり二十
歳のつどいを行います。
と　き　令和８年１月11日㈰10時30分開式
　　　　（受付は９時30分から）
ところ　市民会館大ホール
対　象　原則として、平成17年４月２日から平成18
年４月１日までに生まれた方で、令和７年10月31日
現在、市内に在住する方。
内　容　式典（市長祝辞、来賓祝辞、二十歳代表あ
いさつ）
●開場から開式までの間、ホール内にＢＧＭとして

市内各中学校の校歌を放送します。
●式典終了後、卒業中学校単位で記念写真の撮影を

行います。
その他　該当者には案内状を12月上旬に送ります。
案内状が届かない場合はお問い合わせください。
参加する場合に届け出が必要な方
　①11月１日以後の転入者
　②市外に住民登録のある方
※飲酒されている方、アルコールおよび式典妨害の

おそれのある物品などをお持ちの方のご入場は、
お断りします。

※駐車スペースが限られていま
す。ご来場の際には、乗り合
わせや送迎、公共交通機関の
ご利用にご協力ください。

１生涯学習課
☎２２－０４２０

①令和８年４月採用
募集職種・人数　看護師５人・介護福祉士１人（令
和７年度中に免許取得見込みも含む）
試験日　令和８年２月10日㈫午前
ところ　秩父市立病院
受付期間　令和８年１月30日㈮まで
②令和７年度内採用予定
募集職種・人数　看護師５人・介護福祉士１人（い
ずれも免許取得済みの方）
試験日　申し込み後に通知
ところ　秩父市立病院
受付期間　随時
※�持参の場合、土・日曜日を除く。郵送の場合は期
間内必着（厳守）。

※�実施要項はＣからのダウンロードまたは管理課窓
口で配布。

１市立病院管理課☎２３－０６１１

　募集・申し込みの詳細は、お問い合わせいただく
か、市Ｃをご確認ください。申請に必要な書類は、
学校教育課窓口で配布しています。
入学準備金
申込資格
・大学に入学が決定した学生（入学予定可）の保護
者で、入学準備金の調達が困難な方
・市内在住で市税等を滞納していない方
・他に入学準備金に相当する費用の貸し付けを受け
ていない方
・保証人（市内在住の20歳以上60歳未満）を得られ
る方

受付期間　令和８年１月５日㈪～20日㈫
予定人数　３人程度
奨学金（武山育英資金・髙山奨学資金・奨学資金）
申込資格
・高等学校・専門学校・大学などに入学が決定また
は在学中で、学資の支出が困難な方
・保護者が市内在住で、市税等を滞納していない方
・他の奨学金に相当する学資の貸し付けを受けてい
ない方
・保証人（市内在住で20歳以上60歳未満）を得られ
る方

申請書配布・受付期間
令和８年２月２日㈪～３月31日㈫
予定人数　各奨学金10～20人程度
※�いずれの制度も、学生の出身学校
長または在学校長の推薦書が必要
です。
２・１学校教育課☎２５－５２２８

入学準備金制度・奨学金制度をご利用
ください

二
は

十
た

歳
ち

のつどいに参列される皆さんへ

秩父市立病院　看護師等募集

第８回市長タウンミーティング
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●ニュースレター『ひろがる、ちちぶ』の発行●ニュースレター『ひろがる、ちちぶ』の発行
ふるさと納税担当の那賀です。今年の４月から、ふるさ
と納税返礼品提供事業者様を取り上げたヒト・モノ・コト
便り、その名も『ひろがる、ちちぶ』というニュースレター
企画をスタートしました。ふるさと納税を通じて、事業者
様の活性化に繋がるような取り組みをしたいと思いこの企
画を考えました。事業者様の想いやこだわり、思い出に残
る出来事、今後の展望など、普段あまり知ることのできな
いストーリーがたくさん詰め込まれています。更に「秩父
はどんな街？」「なるほど秩父弁」といったコンテンツも
加え、秩父の魅力を楽しく発信しています。
このニュースレターは寄附者の方へ寄附金受領証明書と
一緒に発送していますので、直接手に取っていただけます
し、事業者様の認知度アップや秩父市への関心度向上、ふ
るさと納税寄附のリピーターに繋がる可能性も期待できま
す。実際に寄附者の方から温かいメッセージをいただき、
再度寄附をしていただいたこともありました。
また、寄附者の方だけに限らず、観光客や地域の方にも
幅広く発信したいと思い、市内各所でも配布しています。
配布場所は、秩父市内の道の駅、秩父駅、じばさん商店、
移住相談センター、秩父市役所１階エントランスなどです。
お手に取っていただけると幸いです。

★「ひろがる、ちちぶ」は２か月に１回発行。

ちちぶ雇用活性化協議会からのお知らせ
２・１ちちぶ雇用活性化協議会☎２６－７６９１

と　き
セール　12月20日㈯～30日㈫
福引き　12月26日㈮～30日㈫13時から19時
ところ　ほっとすぽっと秩父館
　セール期間中みやのかわ商店街の各店にてお買い
物１，０００円ごとにチャンスカードを１枚差し上
げます（各店舗によって異なります）。２枚で１回
の福引きに参加できます。
ナイトバザール賞：選べる景品【３本】
みやのかわ商店街賞：選べる景品【20本】
ダイヤモンド賞：お米３kg【30本】
金賞：お米１kg【３００本】
銀賞：たまご【５００本】
銅賞：ポケットティッシュ
※空クジなし
※�詳細はポスター、新聞折り込み
　チラシをご覧下さい。
１やすだ☎２２－０５１１

みやのかわ商店街
チャンスカードセール セミナー

イベント名
【求職者向け】
キャリアアップ
支援セミナー

【マッチング】
令和７年度 第２回
合同就職面接会

と　き
12月25日㈭
１月８日㈭、15日㈭
いずれも14時～16時

１月23日㈮
午前の部10時～12時
（受付開始９時15分～）
14時～16時
（受付開始13時15分～）

ところ 市民会館２階
けやきフォーラム

市民会館２階
けやきフォーラム

講　師
１日目：永友　一朗 氏
２日目：上野　祐子 氏
３日目：村山　寛樹 氏

対　象
秩父地域で就職・転職を
希望する求職者および創
業希望者

秩父地域での就職・転職・
パートタイム希望を含む
求職者

定　員 各日程　会場のみ：20人
定員無し
事前予約不要・入退場自
由・服装自由

内　容

自己分析をしながら、「即
戦力」として活躍するた
めの知識や自信を身に付
け、早期就職を促進する
セミナーです。

午前・午後で企業が変わ
ります。
企業とのお話だけでも参
加OKです。
面談は15分毎の入れ替え
制。
持ち物：筆記用具、面接
希望の方は履歴書

１財務部 財政課（歴史文化伝承館　３階）　
　☎２２－２２０３
　地域おこし協力隊
　ふるさと納税担当　　那

な か

賀　早
さ お り

央里

秩父市
ふるさと納税

済印
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　３年に一度の民生委員･児童委員、主任児童委員の一斉改選に伴い、厚生労働大臣および埼玉県知事からの委嘱状
が伝達されました。（任期：令和７年12月１日～令和10年11月30日）
　民生委員･児童委員、主任児童委員は、地域に暮らす身近な相談相手として、医療や介護、子育ての不安など、住
民のさまざまな相談に応じています。そして、その課題が解決できるよう、行政機関をはじめ、必要な支援への「つ
なぎ役」になります。
　福祉の問題等でお困りのことがありましたら、各地区の民生委員・児童委員、主任児童委員にご相談ください。
　１福祉部社会福祉課☎２５－５２０４
　　吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課　吉田☎７７－１１１１　大滝☎５５－０１０１　荒川☎５４－２１１１

担当地区名 氏　　　名
第一地区民生委員・児童委員協議会
日 野 田 町 塚　田　　　潤
日 野 田 町 尾　上　貴　宣
日 野 田 町 加　藤　　　登
日 野 田 町 千　島　　　真
日 野 田 町 新　井　克　彦
野 坂 町 山　本　能　久
野 坂 町 新　井　保　史
野 坂 町 新　井　文　子
熊 木 町 江　田　博　信
熊 木 町 浅　見　茂　男
熊 木 町 新　井　泰　子
熊 木 町 町　田　正　子
上 　 町 𠮷　澤　美　春
上 　 町 梅　沢　敏　子
上 　 町 寺　内　紀　代
上 　 町 三　好　光　江
上 　 町 北　口　智　美
上 　 町 濵　中　啓　一
中 　 町 新　井　和　子
中 　 町 神　林　昌　江
本 　 町 竹　内　克　二
上 野 町 山　越　雪　乃
上 野 町 関　河　喜　重
東 　 町 杉　田　裕　司
東 　 町 岩　田　安佐子
近 戸 町 根　岸　久　義
近 戸 町 茂　呂　映　代
近 戸 町 須　田　真　弓
別 　 所 原　嶋　美智子
主任児童委員 田　中　夏　恵
主任児童委員 大　島　隆　芳
第二地区民生委員・児童委員協議会
宮 側 町 峯　　　長　司
番 場 町 磯　田　雄　一
道 生 町 関　川　　　均
道 生 町 蒲　澤　都　子
中 村 町 松　本　直　子
中 村 町 荒　舩　千鶴子
桜 木 町 関　根　富久代
桜 木 町 原　嶋　　　進
金 室 町 後　藤　克　己
金 室 町 大久保　洋　子
永 田 町 笠　原　七　海
永 田 町 加　藤　　　昇
柳 田 町 高　島　利　夫
柳 田 町 山　崎　知　彦
阿 保 町 新　井　明　夫

担当地区名 氏　　　名
大 畑 町 濱　野　知　彦
大 畑 町 山　﨑　邦　夫
滝 の 上 町 髙　野　豊　子
上 宮 地 町 原　島　陽　子
上 宮 地 町 北谷戸　國　雄
上 宮 地 町 手　島　　　孝
上 宮 地 町 阿　部　　　誠
中 宮 地 町 小　泉　純　子
中 宮 地 町 齋　藤　美　樹
中 宮 地 町 横　山　聡　美
下 宮 地 町 髙　橋　静　江
相 生 町 吉　川　恵美子
相 生 町 明　石　和　彦
主任児童委員 宮　前　容　子
主任児童委員 加　藤　祥　子
第三地区民生委員・児童委員協議会
上 寺 尾 八　木　富　夫
上 寺 尾 髙　原　義　明
中 寺 尾 坂　本　　　誠
中 寺 尾 堀　口　一　郎
中 寺 尾 関　根　克　一
中 寺 尾 内　田　和　子
下 寺 尾 関　根　　　正
上 蒔 田 根　岸　秀　雄
中 蒔 田 島　嵜　正　和
下 蒔 田 内　田　繁　夫
田 　 村 宮　下　泰　男
太 田 上 冨　田　雅　彦
太 田 下 五野上　好　則
伊 古 田 宮　原　美　幸
品 　 沢 笠　原　正　夫
堀 　 切 関　根　　　忠
小 　 柱 井　上　進　一
主任児童委員 小　池　美保子
主任児童委員 新　井　峰　子
原谷高篠地区民生委員・児童委員協議会
宮 　 崎 内　田　欽　也
宮 　 崎 小　池　正　一
大 野 原 吉　村　コトメ
大 野 原 曽　根　勝　廣
大 野 原 藤　村　將　行
大 野 原 堀　口　　　弘
大 野 原 堀　口　森　延
諏 　 訪 浅　田　正　三
諏 　 訪 篠　田　博　子
諏 　 訪 飯　田　昌　秀
諏 　 訪 谷　口　　　恵
諏 　 訪 堀　口　絹　子

担当地区名 氏　　　名
諏 　 訪 設　樂　勝　彦
諏 　 訪 玉　川　　　敏
上 黒 谷 石　原　　　明
上 黒 谷 樋　熊　美恵子
上 黒 谷 彦久保　美代子
下 黒 谷 三　友　勝　雄
下 黒 谷 宮　本　邦　男
下 黒 谷 福　島　清　美
上 山 田 髙　野　　　勝
上 山 田 堀　　　育　代
中 山 田 前　田　久美子
中 山 田 鬼　塚　浩　美
下 山 田 五野上　初　江
下 山 田 新　田　　　操
下 山 田 萩　原　美代子
栃 谷 本 原　田　勢津子
栃 谷 本 丹　羽　初　代
栃 　 谷 山　口　洋　子
定 　 峰 若　林　　　均
主任児童委員 菅　原　由　梨
主任児童委員 今　泉　あ　や
第五地区民生委員・児童委員協議会
上 久 那 岩　田　正　代
中 久 那 岸　　　則　子
中 久 那 小　泉　みよ子
巴 　 川 髙　野　喜代一
宮 　 本 石　川　恒　夫

栄 河　本　智世江
大 　 沼 大　 　弘　美
大 　 沼 田　代　　　明
八 　 幡 新　井　春　江
八 　 幡 堀　口　進　午

旭 江　田　裕　一
旭 江　㞍　康　雄
旭 上　林　孝　之
旭 関　田　嘉　子
旭 横　田　恭　子
旭 坂　本　哲　男
巴 木　村　健　一
巴 加　藤　早　苗

浦 　 山 浅　見　俊　一
浦 　 山 小　林　準一郎
主任児童委員 齋　藤　由香里
主任児童委員 飛　川　知　美
吉田地区民生委員・児童委員協議会
本町･仲町･上町 村　田　幸　雄
椋 　 本 原　　　義　雄
新志･椋本一部 田　隝　房　子

（敬称略・順不同）

地域に暮らす身近な相談相手

福祉の問題等でお困りの方はご相談ください
民生委員･児童委員が改選されました民生委員･児童委員が改選されました
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歳末たすけあい募金の配分について
　秩父市社会福祉協議会では歳末たすけあい募金をもとに、支援を必要
とする世帯等に配分をします。
１　歳末たすけあい援護金
対　象　次を全て満たす世帯
①生活困窮状態が著しいこと
②世帯構成員全員が令和７年度市県民税非課税であること
③秩父市内に１年以上居住していること
※�生活保護世帯、秩父市福祉資金滞納世帯、施設・病院等に入所・入院
している方は対象外です。

配分金額　１世帯１０，０００円
２　ひとり親世帯小中学校新入学支度金
対　象　次を全て満たす世帯
①�市内在住で、ひとり親世帯（祖父母等との同居を除く）か、父母のな
い子を扶養している世帯で、子が令和８年４月に小中学校に入学予定
であること
②世帯構成員全員が令和７年度市県民税非課税であること
③生活保護受給中でないこと
配分金額　小学校１人２５，０００円
　　　　中学校１人３５，０００円
３　学習支援事業配分
対　象　１・２の申請をし、配分が決定となった世帯の構成員に高校在
学中までの者がいる世帯
配分金額　１世帯　５，０００円の図書カード
※�１・２の申請で該当となった世帯が対象となるため、この配分のため
の申請書はありません。
４　地域福祉サービス事業配分
対　象　次を全て満たす団体
①�令和６年４月以前にボランティア活動を始め、市内の地域、施設で活
動をする団体で、会員７人以上で構成されていること
②自治体、社協などからの補助金が10万円以内であること
配分金額　１団体３０，０００円
５　子ども食堂活動支援事業
対　象　市内で子ども食堂を行っている次の全てを満たす団体
①令和７年４月以前に立ち上げた団体
②12月～令和８年３月までの間に実施する事業
配分金額　１団体３０，０００円
２令和８年１月30日㈮までに【１～２】申請書等を社会福祉協議会また
は居住地区の民生委員に提出、【４～５】申請書等を社会福祉協議会に
提出　
１秩父市社会福祉協議会各事務所
　秩父事務所☎２２－１５１４　吉田事務所☎７７－１１７７
　大滝事務所☎５５－０８４７　荒川事務所☎５４－２９６８

担当地区名 氏　　　名
阿熊上 ･中 ･下 新　井　一　男
久 長 元 ･ 藤 頼 新　井　時　夫
久 長 上 小　林　文　雄
取 方 ・ 桜 井 丸　山　まゆみ
藤沢･南新田原・万場沢 池　田　幸　代
北新田原・関小暮 坂　本　みゆき
上野釜の上赤柴・橋倉･布里田中 杉　山　恒　弥
矢 畑 ・ 井 上 竹　内　真紀子
石間戸･大棚部 逸　見　　　遥
宮 戸 ･ 中 島 小　山　節　子
千鹿谷･久形・女部田 女部田　猛　文
大波見・小川戸 黒　澤　　　久
塚 　 越 黒　田　昭　雄
明 ヶ 平 ･ 小 川 鈴　木　靜　子
女 　 形 新　井　芳　江
沢 口 ・ 漆 木 串　田　光　男
中 　 郷 新　井　みさ子
沢 戸 ･ 半 納 新　井　　　享
太 田 部 新　井　久　子
主任児童委員 石間戸　久　幸
大滝地区民生委員・児童委員協議会
強 石 ・ 巣 場 立　川　　　肇
大 血 川 山　中　　　茂
大達原・大輪 山　口　吉　司
神 　 岡 加　藤　　　滋
落 　 合 木　村　佐代子
三 十 槌 島　田　陽　子
大久保・二瀬 山　中　直　忠
麻 生 ・ 寺 井 山　中　宏　巳
上 中 尾 山　中　守　成
栃 本 ・ 川 又 廣　瀬　勝　彦
鶉 　 平 浅　香　ミスエ
小 双 里 横　田　八重子
中双里・中津川 山　中　新　一
三 　 峰 千　島　康　信
主任児童委員 立　川　酉　紀
荒川地区民生委員・児童委員協議会
久 　 那 加　藤　知　男
下石原･上石原1 齋　藤　和　子
上石原2･上石原3･北県住 大　澤　英　男
栃久保･上田野県住 大　谷　芳　美
糀 　 屋 根　津　さとみ
船 川 ･ 越 町　田　眞　一
事 上 ･ 坂 口 藤　澤　洋　一
上 半 縄 山　中　 　子
下 半 縄 平　野　善　久
芦 川 ･ 寺 沢 新　井　晴　久
下 日 野 髙　野　公　江
大塚･松葉･小野原･鷺
ノ巣･柴原･皆谷原住宅 横　田　栄　子

豆早原･橋場･原 中　原　　　孝
中 野 ･ 青 梅 濵　中　惠　美
上サ･白久住宅 町　田　栄　子
上郷･上平･反平･下郷 磯　田　潤　一
猪 　 鼻 原　嶋　�　代
町分･古池･大指 磯　田　智恵子
主任児童委員 江　田　　　徹
主任児童委員 山　中　直　子
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後継者向け「アトツギ支援セミナー」開催！

「産業支援メール」好評配信中！

公共工事の入札結果公共工事の入札結果（税込500万円以上）（税込500万円以上）

　市では市内事業者の事業承継支援を行っていま
す。今回は事業後継者（アトツギ）を対象にセミナ
ーを開催します。これから事業承継を控える若手後
継者はもちろん、経営者や後継者予定の方にもおす
すめのセミナーです。
　本セミナーでは、後継者が既存の資源を活用して
会社経営を行っていく実例や、中小企業庁主催「ア
トツギ甲子園」でファイナリストに輝いた方をゲス
トに迎え開催します。
と　き　令和８年１月16日㈮18時～21時
ところ　秩父商工会議所（301会議室）
対　象　市内事業所の経営者、後継者、後継予定者
参加費　無料
１産業支援課☎２５－５２０８

　市では、産業支援の一環として、事業者向けにメ
ールマガジン「産業支援メール」を配信し、企業活
動に有益な情報をお届けしています。
　メールマガジンの配信は１週間に１～２回程度
で、各種補助金やセミナー情報、国や県からの役立
つ旬な情報をタイムリーに提供しています。配信を
ご希望の方は、ぜひお申し込みください！
１・２先端技術推進課☎２１－５５２２

「秩父はんじょう博」が開催されます
　秩父地域における商工業者と住民とのふれあいを
深めるイベントです。ぜひお越しください。
と　き　令和８年１月24日㈯・25㈰10時～15時
ところ　ウニクス秩父シネマ棟北側 特設会場
内　容　商工業者による事業PRコーナー、物産品
や食品等の展示販売・飲食コーナーの他、お子様が
楽しめるイベントも行います。
※約４０店の出展を予定。
　詳しくは、秩父商工会議所Ｃをご覧
ください。
１秩父商工会議所☎２２－４４１１

ポテくまくんイチオシポテくまくんイチオシ

産業支援インフォメーション産業支援インフォメーション

１１産業支援課産業支援課☎☎２５－５２０８２５－５２０８

入札
契約
方法

契約日
【完成予定】

事　　業　　名
【事業場所】

契約金額
【予定価格】
（税込／円）

落札率 契約業者 工事担当課

一般
競争
入札

10月２日
【２月】

下水道管渠更生
工事Ｂ工区
【上宮地町・野
坂町・東町地内】

54,890,000
【56,733,600】 96.75% ㈱山口組

下水道課
☎25-5218

10月７日
【３月】

聖橋上部工架替
工事
【栃谷地内】

12,100,000
【12,326,600】 98.16% ㈱山口組

道づくり課
☎26-6864

10月７日
【３月】

防災倉庫設置工
事
【大宮5701-２の
一部】

15,224,000
【15,994,000】 95.19% 荒川建設㈱

建築住宅課
☎26-6869

指名
競争
入札

10月16日
【３月】

地場産業セン
ター防火シャッ
ター危害防止装
置設置工事
【宮側町１-７】

6,380,000
【6,468,000】 98.64% 丸京商事㈱

建築住宅課
☎26-6869

10月16日
【３月】

下水道管渠築造
工事１工区
【大野原地内】

7,478,900
【7,499,800】 99.72% ㈲中島土木

下水道課
☎25-5218

10月16日
【３月】

秩父市経営管理
権集積計画（久
那・別所・尾田
蒔地内）境界測
量業務委託
【久那地内外】

8,470,000
【8,619,600】 98.26% 旭測地設計㈱

森づくり課
☎22-2369

１工事の内容…表中の工事担当課、契約関係…契約課☎25－5216

　令和８年４月１日から、自転車の交通違反に「交
通反則通告制度(青切符)」が導入され、取り締ま
り手続きが大きく変わります。
対象年齢　16歳以上※運転免許証の有無は関係なし
　警察では、自転車の交通違反を認知した場合、
現場で指導警告を行います。ただし、その違反が
交通事故の原因となるような、歩行者や他の車両
にとって、危険性・迷惑性が高い悪質・危険な違
反であったときは検挙を行います。青切符の導入
後は、検挙後の手続きが下記のとおり変わります。
・重大な事故や違反を起こしたとき→刑事手続き
・16歳以上の者による反則行為→青切符
反則の一例
携帯電話使用（保持）	 １万２千円
信号無視	 ６千円
通行区分違反（右側通行等）	 ６千円
傘さし・イヤホン使用	 ５千円
二人乗り、並走	 ３千円
※詳しくは右記ＱＲコードから確認
　ください。
１市民生活課☎２６－１１３３

自転車の交通違反に「交通反則通告
制度（青切符）」が導入されます
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昔
せきせき
昔亭
てい
喜
き
太
た
郎
ろう

蜃
しん
気
き
楼
ろう
龍
りゅう
玉
ぎょく

三
さんゆうてい
遊亭ふう丈

じょう

柳
やなぎや
家三
さん
語
ご
楼
ろう

【vol.15出演者】

【vol.16出演者】

　年明け最初のけやきらくごは来年春に真打昇進される
お二人が登場。３月の回には、秩父市出身の蜃気楼龍玉
さんをお招きし、真打のお二人による二人会を開催しま
す。この機会にぜひ生の演芸をお楽しみください！
と　き　vol.15：令和８年１月26日㈪
　　　　vol.16 【真打スペシャル】：令和８年３月23日㈪
　　　　各日18時30分開演（18時開場）
ところ　けやきフォーラム
出　演　vol.15：昔昔亭喜太郎・三遊亭ふう丈
　　　　vol.16：蜃気楼龍玉・柳家三語楼
料　金　【全席自由】各回１，０００円　
※未就学児の入場不可
２【電話予約】☎２３－２２９４（９時～18時・火曜日
休館）
※�予約後、翌日から２週間以内に市民会館ホール事務室

にてチケット引き取り。
【窓口販売】市民会館ホール事務室（９時～18時・火曜
日休館）
１市民会館☎２４－６０００（９時～18時・火曜日休館）

●けやきらくごvol.15・vol.16
秩父宮記念市民会館　自主事業

　緊急サポートセンター事業は、急な子どもの預か
りや送迎を頼みたい方（利用会員）と子育てのお手
伝いをしたい方（サポート会員）が会員となりサポー
トセンターが仲介して育児を援助する事業です。
お子さんの預かり事例
・当日、前日の急な預かりや送迎
・宿泊を伴う子どもの預かり 
・病中病後の子どもの見守り
・�保護者が体調不良で休んでいる間の子どもの見守

りなど
　利用会員は、事前登録が必要です（登録無料・随
時受付中）。お気軽にお問い合わせください。
サポート会員募集
　空いている時間を利用して育児の援助をしていた
だけるサポート会員（有償ボランティア）を募集し
ます。援助活動前に講習会の受講が必要です。
令和７年度緊急サポート会員講習会 
　サポート会員に安心して活動していただくため、
サポートに入る前に、保育のことや病気の子どもの
ケアについて実践的な知識を４日間の講習で学びま
す。詳細はＱＲコードをご覧ください。
申込期限　令和８年１月19日㈪
２・１緊急サポートセンター埼玉
☎０４８‐２９７‐２９０３
３byoujihoiku@oboe.ocn.ne.jp

秩父市緊急サポートセンター会員募集 令和７年度税に関する中学生の標語令和７年度税に関する中学生の標語
受賞作品の一部をご紹介します受賞作品の一部をご紹介します

埼玉県知事賞
学び場を支える税にありがとう
	 加茂下愛

あい

子
こ

（荒川中学校２年）

秩父税務署長賞
納税で創れる笑顔守れる命
	 平沼　夏

か

帆
ほ

（秩父第二中学校２年）

秩父県税事務所長賞
ありがとうみんなの未来ささえる税
	 坂本　華

か の ん

音（影森中学校１年）

秩父市長賞
支えあうみんなの暮らしを守る税
	 杉　　風

ふ

優
う

（影森中学校２年）

秩父地区教育委員会連合会教育長部会長賞
皆の税めぐりめぐってあなたの支え
	 井上　遥

はる

仁
と

（秩父第一中学校３年）

秩父市教育長賞
僕らの税小さな努力が町を彩る
	 磯田　　希

のぞむ

（荒川中学校２年）
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　10月25日㈯に「創立60周年記念式典」、「第58回秋桜
祭（文化祭）」、「minanoスカイランタンフェスin皆野
高校文化祭」を実施しました。記念式典では約10分に
まとめられた動画「皆野高校誕生物語」の上映と創立
関係者による談話があり、創立当時の希望と苦労、地
域の方々の力により創立した様子を伝えることができました。また、最後の
文化祭となる秋桜祭では、地域の皆様の御協力のもと24もの企画が行われ大

盛況でした。そして夜、皆野町商工会青年部との共催
イベントとして、皆野高校を会場に参加者の願いを込
めたスカイランタンが夜空高く打ち上げられました。
当日は天気にも恵まれ１３００名以上の方に来校して
いただきました。今後も応援よろしくお願いします。

「①オフシーズンの皆野・長瀞　観光ツアープロジェクト」
　より実践的な商業教育として本年度「観光ビジネス」の授業では、皆野・
長瀞を題材とした観光ツアーについて、生徒がプランニングから実施まで担
当する取り組みを一般販売しています。12月13日㈯に２ツアーを実施します。
「②学校公開講座」
　冬季休業期間中に公開講座７講座を開講します。本広報の23ページおよび
本校Ｃをご覧ください。
「③閉校舎式」
　３月に閉校舎式を予定しています。詳細が決まりましたら本校Ｃや同窓会
LINE等で告知予定です。
　引き続き皆野高校への応援をよろしくお願いいたします。

秩父地域の高校秩父地域の高校
夢をかなえる 未来にはばたく

皆野高校

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

近
頃
よ
く
耳
に
す
る
「
エ
シ
カ
ル

消
費
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
と
は
、
よ
り

良
い
社
会
に
向
け
た
、
人
や
社
会
、

環
境
に
配
慮
し
た
消
費
行
動
の
こ
と

で
す
。

　

近
年
、
環
境
問
題
や
社
会
問
題
が

深
刻
化
し
て
い
る
中
で
、
エ
シ
カ
ル

消
費
は
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。

《
具
体
的
な
実
践
方
法
》

〇
人
・
社
会
へ
の
配
慮

・�

売
り
上
げ
の
一
部
が
寄
付
に
つ
な

が
る
商
品
を
選
ぶ

・�

障
が
い
者
支
援
に
つ
な
が
る
商
品

を
選
ぶ
な
ど

〇
環
境
へ
の
配
慮

・�

環
境
に
優
し
い
素
材
を
使
用
し
た

商
品
を
選
ぶ

・
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
を
選
ぶ

・
マ
イ
バ
ッ
ク
を
使
う

・
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す

・�
地
域
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
ご
み
の

分
別
を
徹
底
す
る
な
ど

〇
地
域
へ
の
配
慮

・
地
元
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
選
ぶ

・�

被
災
地
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
選

ぶ
〇
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と

・�

買
い
だ
め
、
買
い
占
め
を
せ
ず
、

必
要
な
分
だ
け
購
入
す
る

・�

電
気
や
水
な
ど
の
消
費
資
源
の
無

駄
を
な
く
す

・�

認
証
ラ
ベ
ル
付
き
の
商
品
を
購
入

す
る
な
ど

「
え
い
き
ょ
う
を

　

し
っ
か
り
と　

か
ん
が
え
る 

」

　

自
ら
の
商
品
選
択
に
意
思
と
自
信

を
持
ち
、
持
続
可
能
な
未
来
の
た
め

に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
！

秩
父
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

毎
週
月
～
金
曜
日（
祝
日
は
お
休
み
）

９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

☎
25

－

５
２
０
０

エ
シ
カ
ル
消
費
っ
て
何
？
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Information

お知らせ
秩父市の人口/
５6,413人（－62人）
� 令和７年11月１日現在
男/２７,630人（－48人）
女/２8,783人（－14人）
世帯/２６,０18世帯（＋9世帯）
出生/15人　死亡/79人
転入/91人　転出/89人
（外国人を含む/

（　）は前月比）

■�市報掲載の広告は営業広告
であり市として推奨、公認、
販売促進等を行っているも
のではありません。

■�視覚障がい者の方などを対
象に、「声の市報」をＣＤで
発行しています。
　�利用をご希望の方は、広報
広聴課☎２２－２５０５ま
で！

1
令
和
７
年
分

年
末
調
整
の
お
知
ら
せ

　

国
税
庁
Ｃ
の
「
年
末
調
整
が
よ
く
わ

か
る
ペ
ー
ジ
」
に
て
、
年
末
調
整
の
手

順
等
を
解
説
し
た
動
画
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
年
末
調
整
時
に
必
要
な
各
種
申
告

書
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

右
記
QR
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１
秩
父
税
務
署
☎
22

－

４
４
３
３
（
自

動
音
声
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

2
税
務
署
で
令
和
７
年
分
所
得
税
等
の

確
定
申
告
の
相
談
を
ご
検
討
の
方
へ

　

令
和
８
年
２
月
16
日
㈪
～
３
月
16
日

㈪
に
確
定
申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」「
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
」
を
利
用
し
て
確
定
申
告
書
等

を
作
成
し
ま
す
。
事
前
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
や
パ
ス
ワ
ー

ド
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

２
月
13
日
㈮
以
前
に
一
般
的
な
相
談

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
日

時
等
を
電
話
予
約
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
予
約
の
な
い
場
合
は
対
応
で

き
ま
せ
ん
。

※�

一
部
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
予

約
も
可
能
で
す
。

１
秩
父
税
務
署
☎
22

－

４
４
３
３
（
自

動
音
声
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

3
建
物
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
を

さ
れ
た
と
き
は
届
け
出
を
！

　

令
和
７
年
中
に
家
屋
を
新
築
、
増
築

お
よ
び
取
り
壊
し
を
し
た
方
は
、
令
和

８
年
度
固
定
資
産
税
評
価
に
関
わ
る
た

め
、
お
早
め
に
資
産
税
課
ま
で
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

法
務
局
に
て
登
記
を
さ
れ
た
場
合
は

不
要
で
す
。

１
資
産
税
課
☎
25

－

６
０
７
６

4
税
額
計
算
書
の
発
行
を
廃
止
し
ま
す

　

標
準
化
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
に
よ
り

12
月
８
日
㈪
か
ら
確
定
申
告
用
の
「
税

額
計
算
書
」
の
発
行
が
廃
止
に
な
り
ま
す
。

　

代
わ
り
に
「
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」

ま
た
は
「
公
課
証
明
書
」
を
有
料
で
取

得
す
る
か
、
令
和
８
年
４
月
下
旬
発
送

の
「
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税

通
知
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
課
税
明
細
書
」

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

１
資
産
税
課
☎
25

－

６
０
７
６

5
電
話
で
お
金
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
、
電
子
マ
ネ
ー
は
詐
欺
！

　

詐
欺
の
手
口
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

お
金
や
財
産
を
だ
ま
し
取
る
犯
罪
で
す

の
で
必
ず
「
お
金
」
や
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
」
な
ど
の
話
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
電
話
で
、

・�

〇
〇
市
役
所
で
す
が
、
医
療
費
の
還

付
金
が
あ
り
ま
す
。

・�

〇
〇
県
警
で
す
が
、
あ
な
た
の
名
義

の
携
帯
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
犯

罪
に
・
・
・

・�

〇
〇
省
で
す
が
、
電
話
料
金
が
未
納

な
の
で
電
話
が
止
ま
り
ま
す
。

・�

〇
〇
銀
行
で
す
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
こ
と
で
・
・
・

・�

パ
ソ
コ
ン
が
壊
れ
た
！
電
子
マ
ネ
ー

を
買
っ
て
く
る
よ
う
に
・
・
・

　

な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
。
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
の
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

・
知
ら
な
い
電
話
に
出
な
い
！

・�
固
定
電
話
へ
の
国
際
電
話
の
利
用
休

止
手
続
き
を
！

※�

警
察
署
で
簡
単
に
手
続
き
で
き
ま
す

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
秩
父
警
察
署

☎
24

－

０
１
１
０
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6
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

　

冬
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

や
感
染
性
胃
腸
炎
が
流
行
す
る
季
節
で

す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強
く
、

子
ど
も
や
高
齢
者
、
免
疫
力
の
低
下
し

た
人
な
ど
は
症
状
が
重
く
な
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
症
状
が
治
ま
っ
て
も
、
あ
る

い
は
症
状
が
現
れ
な
く
て
も
二
週
間
以

上
便
の
中
に
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
す
る
た

め
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る

人
が
調
理
を
す
る
と
、
食
品
を
食
べ
る

人
に
二
次
感
染
し
て
し
ま
い
ま
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

こ
ま
め
な
手
洗
い

　

特
に
調
理
前
、
食
事
前
、
ト
イ
レ
の

後
は
よ
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
二
度

洗
い
が
効
果
的
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
は
効
き
ま
せ
ん
。

食
品
の
十
分
な
加
熱

　

中
心
温
度
85
～
90
℃
で
90
秒
以
上
加

熱
し
ま
し
ょ
う
。

調
理
器
具
の
消
毒

　

使
用
後
の
ま
な
板
や
包
丁
な
ど
は
、

熱
湯
ま
た
は
塩
素
系
漂
白
剤
で
し
っ
か

り
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
者
の
排
せ
つ
物
・
吐
物
の
適
切
な
処
理

　

直
接
触
れ
な
い
よ
う
処
理
し
、
処
理

後
は
念
入
り
に
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

体
調
不
良
時
の
調
理
自
粛

　

下
痢
や
嘔
吐
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、

食
品
の
調
理
な
ど
は
控
え
、
感
染
拡
大

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

１
秩
父
保
健
所
☎
22

－

３
８
２
４

7
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の

助
成
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

令
和
８
年
１
月
か
ら
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
２
級
を
お
持
ち
の
方
も

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助
成
対
象

と
な
り
ま
す
。

新
た
に
助
成
対
象
と
な
る
人　

　

次
の
①
②
の
両
方
を
満
た
す
方

①�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

②�

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
医
療
）

を
受
給
し
て
い
る
方

対
象
と
な
ら
な
い
方

・�

他
の
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
り
す
で

に
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
を
受
給

し
て
い
る
方

・
生
活
保
護
な
ど
を
受
け
て
い
る
方

・�

こ
ど
も
医
療
費
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
を
受
給
し
て
い
る
方

・�

65
歳
以
上
で
新
た
に
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
２
級
以
上
の
交
付
を
受

け
た
方

助
成
対
象
と
な
る
医
療
費

　

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
医
療
）

の
自
己
負
担
金
の
額

※�

内
科
、
外
科
、
歯
科
等
の
医
療
費
は

助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

受
給
に
必
要
な
手
続
き

　

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は

ご
案
内
の
通
知
と
申
請
書
類
等
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
通
知
の
記
載
内
容
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
申
請
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

２・
１
障
が
い
者
福
祉
課
☎
27

－

７
３
３
１

8
河
川
な
ど
の
異
常
水
質
事
故

防
止
に
ご
協
力
を

　

河
川
や
水
路
に
油
や
薬
品
な
ど
が
流

出
す
る
と
、
魚
が
死
ん
だ
り
、
水
道
水

や
農
業
用
水
の
取
水
に
影
響
が
出
る
異

常
水
質
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
年
末

の
大
掃
除
な
ど
の
際
に
、
不
要
な
塗
料

や
油
、
農
薬
な
ど
の
取
り
扱
い
は
十
分

に
ご
注
意
い
た
だ
き
、
決
し
て
河
川
や

水
路
、
側
溝
に
流
さ
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
事
故
対
応
の
費
用
は
、
事
故

原
因
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

異
常
水
質
事
故
を
見
つ
け
た
場
合
に

は
、
速
や
か
に
埼
玉
県
秩
父
環
境
管
理

事
務
所
ま
た
は
生
活
衛
生
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

１
埼
玉
県
秩
父
環
境
管
理
事
務
所

☎
23

－

１
５
１
１

生
活
衛
生
課
☎
25

－

５
２
０
２

9
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

の
改
正
の
お
知
ら
せ

　

12
月
１
日
か
ら
次
の
５
業
種
の
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
時
間
額
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

非
鉄
金
属
製
造
業
１
，
１
６
１
円

光
学
機
械
器
具
等
製
造
業
１
，
１
７
７
円

電
子
部
品
等
製
造
業
１
，
１
６
８
円

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
１
，
１
６
５
円

自
動
車
小
売
業
１
，
１
５
２
円

１
秩
父
労
働
基
準
監
督
署
☎
22

－

３
７

２
５

埼
玉
労
働
局
賃
金
室
☎
０
４
８

－

６
０

０

－

６
２
０
５
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10
秩
父
広
域
消
防
出
初
式

　

出
初
式
は
消
防
へ
の
理
解
や
関
心
を

広
げ
、
防
災
意
識
を
啓
発
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
職
員
の

部
隊
点
検
、
消
防
訓
練
、
秩
父
鳶
組
合

に
よ
る
は
し
ご
乗
り
等
を
実
施
し
ま
す
。

と
　
き　
令
和
８

年
１
月
７
日
㈬
10

時
開
始

と
こ
ろ　
秩
父
消

防
本
部
（
下
宮
地

町
）

１
秩
父
消
防
本
部 

総
務
課
☎
21

－

０

１
２
０募

集

募

集

11
確
定
申
告
時
期
の
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

秩
父
税
務
署
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

勤
務
地　
秩
父
税
務
署

雇
用
予
定
期
間　
令
和
８
年
２
月
～
３
月

勤
務
時
間　
月
曜
日
～
金
曜
日
９
時
～

17
時
（
５
時
間
30
分
）

※
休
憩
時
間
１
時
間
を
除
く
。

賃
　
金　
時
給
１
，
１
５
０
円

勤
務
内
容　
申
告
会
場
等
で
の
相
談
者

の
ス
マ
ホ
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
操
作
補
助
、

事
務
補
助
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ
ー
タ

入
力
、
書
類
の
整
理
等

２
・
１
令
和
８
年
１
月
９
日
㈮
ま
で
に

秩
父
税
務
署
総
務
課 

岡
田
・
栗
原
☎
22

－

４
４
３
３
（
自
動
音
声
「
２
」
を
選
択
）

12
「
午
歳
総
開
帳
」
公
式
ロ
ゴ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
募
集

　

来
年
は
12
年
に
一
度
の
秩
父
札
所
午

歳
総
開
帳
で
す
。
そ
の
公
式
ロ
ゴ
が
社

会
福
祉
法
人
清
心
会
の
利
用
者
に
よ
る

ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の

作
品
を
も
と
に
誕
生
し

ま
し
た
。
こ
の
ロ
ゴ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
を
募

集
し
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
方
に
は
秩
父
札
所
連
合

会
か
ら
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

２
令
和
８
年
１
月
31
日
㈯
ま
で
に
秩
父

札
所
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友

だ
ち
登
録
し
、
リ
ッ
チ
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

応
募
。

１
秩
父
札
所
誘
客
促
進
協
議
会
☎
25

－
１
１
７
０

13
ご
存
じ
で
す
か
？
産
業
技
術

者
・
技
能
者
顕
彰
制
度

　

市
で
は
、
市
内
の
産
業
に
お
い
て
卓

越
し
た
技
術
や
技
能
を
有
す
る
方
を
、

「
秩
父
市
優
秀
産
業
技
術
者
・
技
能
者
」

と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

対
　
象　
市
内
の
事
業
所
で
働
く
技
術

者
で
、
そ
の
職
に
10
年
以
上
従
事
し
、

30
歳
以
上
の
技
能
者
か
つ
、
卓
越
し
た

技
術
・
技
能
を
有
し
、
他
の
模
範
と
認

め
ら
れ
る
方

申
請
方
法　

被
顕
彰
者
の
推
薦
、
自
薦
ま

た
は
事
業
所
も
し
く
は
業
界
団
体
か
ら

の
推
薦
に
よ
り
、
１
事
業
所
あ
た
り
１

人
ま
で
を
、
所
属
す
る
商
工
会
等
を
経

由
し
て
申
請

提
出
書
類　

推
薦
書
、
推
薦
調
書
、
被
顕

彰
候
補
者
の
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
技
術
・
技
能
お
よ
び
功
績
等
を
証
明

で
き
る
資
料
等

※�

推
薦
書
、
推
薦
調
書
は
先
端
技
術
推

進
課
に
て
配
布
。
Ｃ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。

募
集
期
間　

令
和
８
年
１
月
９
日
㈮
ま
で

商
工
会
等
へ
推
薦
書
を
提
出

１
先
端
技
術
推
進
課
☎
21

－

５
５
２
２

14
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、

偏
見
を
持
た
ず
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

す
れ
ば
、
誰
で
も
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
多
く
の
方
に
養
成
講
座
を

受
講
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
個
人
型

の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
座
を

受
講
し
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　
令
和
８
年
１
月
27
日
㈫
10
時

～
11
時
30
分　
　
　
　

と
こ
ろ　
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
研
修
室

定
　
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

２
・
１
令
和
８
年
１
月
23
日
㈮
ま
で
に

秩
父
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22

－

２
５
８
２

15
自
衛
官
募
集

陸
海
空
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
自
衛

官
）

受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
受
付
中

応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

※�

令
和
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
18
歳
に

な
る
17
歳
の
者
を
含
む
。
32
歳
の
者

は
一
部
制
限
あ
り
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
自
衛
隊
秩
父
地
域
事
務
所

秩
父
郡
市
担
当
広
報
官 

満
木
☎
０
８

０

－

３
４
３
１

－

０
６
３
５

催

し

催

し

16
秩
父
札
所
を
巡
っ
て
景
品

ゲ
ッ
ト
！
デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中
！

　

秩
父
札
所
「
午
歳
総
開
帳
」（
令
和

８
年
３
月
18
日
～
11
月
30
日
）
を
前
に

実
施
す
る
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

で
す
。

　

こ
の
機
に
秩
父
札
所
を
巡
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
　
き　
令
和
８
年
１
月
31
日
㈯
ま
で

参
加
費　
無
料

１
秩
父
札
所
誘
客
促
進
協
議
会
☎
25

－

１
１
７
０
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２
12
月
24
日
㈬
ま
で

②�

ス
マ
ホ
な
ん
で
も
相
談
会
（
年
齢
制

限
な
し
）

※
申
し
込
み
不
要

　

ス
マ
ホ
（
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

も
可
）
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ

と
で
も
相
談
で
き
ま
す
。
ス
マ
ホ
教
室

に
参
加
さ
れ
た
方
も
大
歓
迎
！

※�

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

は
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

１
改
革
推
進
課
☎
22

－

２
２
０
２

21
い
ざ
と
い
う
と
き
の
手
当
を

学
び
ま
せ
ん
か　
赤
十
字
救

急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

と
　
き　
令
和
８
年
２
月
７
日
㈯
・
８

日
㈰
９
時
30
分
～
17
時
（
２
日
間
）

と
こ
ろ　
福
祉
女
性
会
館 

集
会
室

内
　
容　
急
病
や
け
が
の
手
当
て
、
搬

17
ち
ち
ぶ
芸
術
祭
参
加
イ
ベ
ン
ト

●�2025X'm
as

は
過
ぎ
た
け
ど･･･

コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き　
12
月
27
日
㈯
14
時
～
16
時

と
こ
ろ　
歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
ホ
ー
ル

入
場
料　
５
０
０
円

※
障
害
の
あ
る
方
・
未
就
学
児
無
料

２
・
１
ゴ
ス
ペ
ラ
ミ
ュ
ウ 

松
葉
☎
65

－

０
０
６
８

●�

や
ま
お
ん
オ
ペ
ラ
『
ア
マ
ー
ル
と
夜

の
訪
問
者
』

と
　
き　
令
和
８
年
１
月
18
日
㈰
14
時

開
演
（
13
時
30
分
開
場
）　

と
こ
ろ　
歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料
（
申
込
制
）

２
・
１
山
の
音
楽
家
（
や
ま
お
ん
）
事

務
局 

茂
串
☎
０
９
０

－

７
８
４
９

－

３
１
９
６

18
「
フ
ラ
＆
タ
ヒ
チ
ア
ン
」

ク
ラ
ブ
体
験
講
座

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス

の
基
礎
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
く
学
び
ま
す
。

と
　
き　
令
和
８
年
１
月
７
日
・
21
日
、

２
月
４
日
・
18
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
、

全
４
回
）
13
時
～
14
時
30
分　

と
こ
ろ　
原
谷
公
民
館
１
階
ホ
ー
ル

講
　
師　
逸
見 

真
紀 

先
生

参
加
費　
２
，
０
０
０
円

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、

飲
料

定
　
員　
20
人
程
度

１
原
谷
公
民
館
☎
22

－

０
６
５
８

19
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修

　

多
様
な
障
が
い
の
特
性
を
理
解
し
て
、

障
が
い
の
あ
る
方
が
困
っ
て
い
る
時
に

ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
を
す
る
コ
ツ
を

学
ぶ
研
修
会
で
す
。

と
　
き　
令
和
８
年
１
月
27
日
㈫
14
時

～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
研
修
室

定
　
員　
30
人
（
先
着
順
）

２
令
和
８
年
１
月
20
日
㈫
ま
で
に
☎
・


ま
た
は
右
記
QR
コ
ー
ド
に
て

１
障
が
い
者
福
祉
課
☎
27

－

７
３
３
１


27

－

７
３
３
６ 

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
22

－

１
５
１
４

22

－

４
８
１
５

20
ス
マ
ホ
教
室
・
ス
マ
ホ
な
ん

で
も
相
談
会
（
無
料
）

①
ス
マ
ホ
教
室
（
60
歳
以
上
の
方
）

※
申
し
込
み
必
要

　

３
日
間
の
講
習
で
電
話
帳
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
基
本
的
な
使
い
方
、

グ
ー
グ
ル
レ
ン
ズ
・
マ
ッ
プ
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

対
　
象　
３
日
間
を
通
じ
て
参
加
で
き

る
方

定
　
員　
20
人
（
募
集
人
数
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

送
に
つ
い
て

対
　
象　
有
効
期
限
内
の
救
急
法
基
礎

講
習
「
認
定
書
」
を
お
持
ち
の
方

定
　
員　
20
人

受
講
料　

２
，
１
０
０
円
（
教
材
費
、

保
険
料
な
ど
）

講
　
師　
日
本
赤
十
字
救
急
法
指
導
員

持
ち
物　
１
１
０
円
切
手
、
筆
記
用
具
、

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
２
枚
、
動
き
や
す
い

服
装
、
マ
ス
ク

２
・
１
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
講

習
係
☎
０
４
８

－

７
８
９

－

７
１
１
７

22
秩
父
地
域
自
殺
予
防
フ
ォ
ー

ラ
ム
動
画
視
聴
申
請
受
付
中

　

令
和
７
年
11
月
30
日
㈰
開
催
の
秩
父

地
域
自
殺
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
動
画
視
聴

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
や
若
者
の
感
情
や
悩
み
に
気

づ
き
、
適
切
に
対
処
す
る
方
法
に
関
す

る
内
容
で
す
。

視
聴
期
間　

令
和
８
年
１
月
19
日
㈪
９
時

～
２
月
８
日
㈰
23
時
59
分
ま
で

内
　
容　
講
演
会
「
こ
ど
も
の
心
の
声

に
ど
う
耳
を
傾
け
る
か
」

講
　
師　
児
童
精
神
科
医 

笠
原 

麻
里 

氏
（
医
療
法
人
財
団
青
溪
会
駒
木
野
病

院 

副
院
長
）

２
12
月
26
日
㈮
17
時
ま
で
に
右
記
QR

コ
ー
ド
秩
父
市
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー

ビ
ス
に
て

１
秩
父
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
22

－

０
６
４
８

と　き ところ
①スマホ教室
（３日間の講習）
※申し込み必要

②スマホなんでも
相談会

※申し込み不要
１月14日㈬ 本庁舎２階

（市民会館２階）
会議室２

10時～12時 14時～16時〃 21日㈬

〃 28日㈬

と　き ところ ②スマホなんでも相談会
※申し込み不要

１月16日㈮ 本庁舎２階
（市民会館２階）

会議室２

10時～12時
14時～16時〃 30日㈮
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23
歌
声
倶
楽
部　
第
６
回
み
ん
な
で

歌
う
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

抒
情
歌
、
昭
和
歌
謡
な
ど
30
数
曲
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
す
（
星
影
の
ワ
ル
ツ
、

星
の
世
界
、
き
よ
し
こ
の
夜
ほ
か
）。

と
　
き　

12
月
20
日
㈯
13
時
30
分
～

（
13
時
15
分
開
場
）

と
こ
ろ　
影
森
公
民
館
ホ
ー
ル
（
影
森

小
学
校
校
庭
も
駐
車
可
）

参
加
費　
無
料
（
申
込
不
要
）

※
先
着
１
２
０
人
ま
で
歌
詞
配
布

１
荒
川
・
尾
田
蒔
公
民
館
歌
声
倶
楽
部

濵
中
☎
０
８
０

－

８
７
２
３

－

９
３
１
９

３deaik.nakayosikoyosi@
gm
ail.com

24
み
ど
り
の
村

①
ウ
マ
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

②
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
（
レ
ジ
ン
）
作
り
教
室

③�

み
ど
り
の
村
冬
の
山
歩
き
（
野
鳥
観

察
）

④
サ
サ
カ
ゴ
作
り
体
験

と
　
き　
①
令
和
８
年
１
月
11
日
㈰
10

時
～
15
時
②
令
和
８
年
１
月
18
日
㈰
10

時
～
12
時
③
令
和
８
年
１
月
25
日
㈰
10

時
～
12
時
④
令
和
８
年
２
月
１
日
㈰
10

時
～
15
時

と
こ
ろ　
埼
玉
県
み
ど
り
の
村
①
子
供

の
広
場
②
④
若
者
セ
ン
タ
ー
実
習
室
③

園
内
全
域

対
　
象　
①
②
③
小
学
生
以
上
④
中
学

生
以
上

定
　
員　
①
な
し
②
④
10
人
③
20
人

※
参
加
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費　
①
乗
馬
体
験
１
人
５
０
０
円

②
④
１
人
１
，
５
０
０
円
③
無
料

２
①
不
要
②
令
和
８
年
１
月
５
日
㈪
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
イ
ベ
ン
ト
名
、
参

加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、

年
齢
を
記
入
し
左
記
へ
③
令
和
８
年
１

月
９
日
㈮
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
イ
ベ

ン
ト
名
、
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

参
加
人
数
、
連
絡
先
を
記
入
し
左
記
へ

④
令
和
８
年
１
月
16
日
㈮
ま
で
に
往
復

は
が
き
に
イ
ベ
ン
ト
名
、
参
加
者
全
員

の
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
年
齢
を
記

入
し
左
記
へ

１
埼
玉
県
み
ど
り
の
村
指
定
管
理
者

〒
３
６
８

－
０
１
０
１
小
鹿
野
町
下
小

鹿
野
27
☎
75

－
３
４
４
１

25
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

の
運
動
教
室

①
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

②�

誰
で
も
で
き
る
は
じ
め
て
の
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
教
室

③
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

④
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
ビ
ク
ス
教
室

と
　
き　
①
令
和
８
年
１
月
10
日
～
３

月
７
日
の
土
曜
日
（
２
月
７
日
を
除
く

全
８
回
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分
②
令

和
８
年
１
月
７
日
～
３
月
11
日
の
水
曜

日
（
全
10
回
）
10
時
～
11
時
③
令
和
８

年
１
月
９
日
～
３
月
13
日
の
金
曜
日

（
全
10
回
）
10
時
～
11
時
④
令
和
８
年

１
月
14
日
～
２
月
11
日
の
水
曜
日
（
全

５
回
）
19
時
～
20
時

と
こ
ろ　
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

対
　
象　
①
小
学
４
年
～
中
学
３
年
生

②
③
④
な
し

定
　
員　
①
25
人
②
③
80
人
④
60
人

参
加
費　
①
③
２
，
０
０
０
円
②
３
，

０
０
０
円
④
１
，
５
０
０
円

２
①
12
月
13
日
㈯
10
時
～
Ｃ
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
②
12
月
17
日
㈬
９
時
～

③
12
月
19
日
㈮
９
時
～
参
加
費
を
添
え

て
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て
④
12

月
20
日
㈯
10
時
～
Ｃ
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら

１
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
☎
24

－

４
０
０

４
（
火
曜
日
を
除
く
９
時
～
17
時
）

26
秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会

歳
末
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
と
寄
付
を
も

と
に
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
子
育
て

世
帯
に
食
料
等
を
配
布
し
ま
す
。

と
　
き　
令
和
８
年
１
月
17
日
㈯
10
時

～
15
時

と
こ
ろ　
秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会

１
階
集
会
室

対
　
象　
市
内
居
住
の
子
育
て
（
18
歳

以
下
の
い
る
）
世
帯

定
　
員　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

２
12
月
22
日
㈪
ま
で
に
☎
ま
た
は
右
記

QR
コ
ー
ド
か
ら

１
秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
22

－

１
５
１
４

27
皆
野
高
校
公
開
講
座

①
楽
し
く 

か
ん
た
ん 
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ

②
ミ
ニ
門
松
を
つ
く
ろ
う
！

と
　
き　
①
12
月
26
日
㈮
13
時
30
分
～

15
時
30
分
②
12
月
27
日
㈯
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
皆
野
高
校

内
　
容　
①
紙
に
描
か
れ
た
絵
柄
を
切

り
抜
き
、
小
物
な
ど
に
貼
り
、
専
用
の

液
を
塗
っ
て
お
気
に
入
り
の
も
の
を
作

り
ま
す
②
お
正
月
に
向
け
て
小
さ
な
門

松
を
作
り
ま
す

定
　
員　
①
10
人
程
度
②
20
人

参
加
費　
①
１
，
５
０
０
円
（
当
日
集

金
）
②
無
料

※�

こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
公
開
講
座
を

開
講
し
て
い
ま
す
。
皆
野
高
校
Ｃ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２
12
月
19
日
㈮
ま
で
に
皆
野
高
校
Ｃ
ま

た
は
☎
に
て

１
皆
野
高
校
☎
62

－

２
０
７
６

28
子
育
て
交
流
会

～
パ
パ
や
マ
マ
、
み
ん
な
と

一
緒
に
子
育
て
に
つ
い
て
お

し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
! !
～

　

パ
パ
マ
マ
は
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
マ
ラ
カ

ス
作
り
や
手
形
押
し
を
し
な
が
ら
、
日

ご
ろ
の
子
育
て
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を

す
っ
き
り
で
き
る
交
流
の
場
で
す
。

と
　
き　
令
和
８
年
１
月
18
日
㈰
10
時

30
分
～
12
時
（
10
時
15
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ　
花
の
木
交
流
セ
ン
タ
ー 

交

流
ス
ペ
ー
ス
１
（
上
町
３

－

19

－

13
）

定
　
員　
15
人

参
加
費　
無
料

２
☎
ま
た
は
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
て

１
家
庭
倫
理
の
会 

吉
野
☎
０
９
０

－

５
３
０
１

－

７
５
２
３
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（
評
）
榎
本
さ
ん
の
句
、「
村
芝
居
」
は
秋
の
収
穫
が
終
わ
り
、
村
人
が
集
ま
っ
て
芝
居
や

歌
舞
伎
を
祭
り
で
披
露
す
る
。い
く
つ
に
な
っ
て
も
子
役
と
は
、よ
ほ
ど
は
ま
り
役
な
の
か
、

役
者
も
楽
し
み
、
観
客
も
拍
手
喝
采
。
齋
藤
さ
ん
、
掃
い
て
も
掃
い
て
も
片
付
か
な
い
落

葉
（
冬
）、「
箒
を
杖
に
」
で
余
裕
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
冨
田
さ
ん
、
松
手
入
れ
は
秋
、
古

い
葉
を
取
り
除
き
、
形
を
整
え
る
。
慣
れ
て
い
る
者
同
士
の
手
入
れ
を
生
き
生
き
と
表
現
。

江
田
さ
ん
、鉄
棒
の
光
景
で
あ
ろ
う
か
。
枯
葉（
冬
）を
踏
む
音
が
力
強
く
大
地
の
子
と
堂
々

と
讃
え
る
。
吉
田
さ
ん
、
障
子
洗
う
、
干
す
、
貼
る
は
秋
、
真
新
し
い
光
が
差
し
込
ん
で

く
る
様
子
を
一
瞬
で
捉
え
る
。
黒
沢
さ
ん
、
移
動
図
書
館
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
も
多

い
だ
ろ
う
。
移
動
車
と
「
秋
蝶
」
に
冬
へ
向
か
う
、
う
ら
寂
し
さ
を
感
じ
る
。
山
中
さ
ん
、

「
虫
の
声
」
が
聞
こ
え
て
き
て
、
そ
の
闇
が
深
ま
り
、
傍
ら
を
す
り
ぬ
け
る
。
𠮷
田
さ
ん
、

武
甲
山
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
墓
参
を
す
る
姿
、武
甲
山
は
秩
父
の
心
の
拠
り
所
。濵
田
さ
ん
、

通
院
は
不
安
も
あ
る
が
、
医
師
の
顔
を
見
て
安
堵
。
美
し
い
秋
の
空
が
広
が
る
。
伊
早
坂

さ
ん
、「
木
犀
香
る
」
で
友
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
こ
と
が
伝
わ
る
。

�

※
次
回
１
月
号
は
短
歌
を
掲
載
し
ま
す

村
芝
居
い
く
つ
に
な
っ
て
も
子
供
役

黒

谷

榎
本
　
　
久

落
葉
掃
き
箒ほ

う
き

を
杖
に
ひ
と
休
み

吉
田
久
長

齋
藤
　
大
仙

落
ち
る
な
と
声
か
け
気
合
い
の
松
手
入
れ

堀

切

冨
田
　
家
司

蹴
り
上
げ
る
枯
葉
踏
む
音
大
地
の
子

下
影
森

江
田
千
枝
子

障
子
洗
う
ひ
と
筋
光
る
奥
間
か
な

阿
保
町

吉
田
　
泰
子

移
動
図
書
館
列
の
う
し
ろ
に
秋
蝶
も

大
野
原

黒
沢
　
一
登

独
り
寝
の
隙
間
す
り
ぬ
け
虫
の
闇

三

峰

山
中
　
資
治

秋
彼
岸
武
甲
を
背
に
し
手
を
合
わ
す

上
宮
地
町

𠮷
田
　
勝
治

医
師
の
顔
視み

れ
ば
落
ち
着
く
秋
の
空

上

町

濵
田
　
秀
典

友

送

り

木も
く

犀せ
い

香

る

夜

道

か

な

野
坂
町

伊
早
坂
昭
夫

　
俳
句
、
短
歌
の
応
募
は
、
住
所
・
お
名
前
（
ふ
り
が
な
）
を
明
記
の
上
、
必
ず
通
常
は
が
き
で

広
報
広
聴
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
１
通
に
２
句
ま
た
は
２
首
ま
で
、
各
１
通
ま
で
で
す
。
俳

句
、
短
歌
に
も
ふ
り
が
な
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

俳
句　
12
月
末
締
め
切
り
→
２
月
号
に
掲
載　
短
歌　
１
月
末
締
め
切
り
→
３
月
号
に
掲
載　

市

民

文

芸

市

民

文

芸

須
田
　
真
弓
　
選

俳

句

※図書館休館日は「くらしのカレンダー」をご覧ください。

秩父図書館の催しもの　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●親子でたのしむ絵本とわらべうた（約30分）
と　き　12月24日㈬　11時開始
ところ　２階視聴覚室

終了後、12時まで「フリータイム」として会場を開放
します。

対　象　０～３歳くらいのお子さんとその保護者
　12月24日㈬　わらべうた「ゆーらりゆーらりゆりの木」　ほか
◎�保健センターの４か月児健診で配布した「絵本の引換券」を
お持ちの方は、「母子手帳」と一緒にお持ちください。

○わくわくえほんタイム（約40分）
と　き　12月20日㈯　14時開始
ところ　２階視聴覚室
対　象　幼児から小学生の児童
　12月20日㈯　絵本「アンガスとねこ」　ほか

○おはなし会（約40分）
と　き　12月27日㈯、 令和8年１月10日㈯　14時開始
ところ　２階視聴覚室
対　象　４歳くらいの幼児から小学生の児童
　12月27日㈯　おはなし「こびととくつや」グリムの昔話　ほか
　１月10日㈯　おはなし「牛方とやまんば」日本の昔話　ほか

○ふゆのおはなし会（約50分）
　おはなしやなぞなぞがたっぷり楽しめる、特別プログラムの
おはなし会です。プレゼントもあります。
と　き　12月23日㈫　14時開始
ところ　秩父図書館

※�○印のイベント参加者には、こどもどくしょポイントカード
にスタンプを押します。なお、「セカンドブックスタート絵
本の引換券」をお持ちの方は、イベント終了後に受け付けを
しますので、引換券をお持ちください。

※プログラムは変更となる場合があります。

移動図書館車の巡回予定　
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●栃本会館付近待避所　　　12月19日㈮　13時30分～13時50分
●下栃本　　　　　　　　　12月19日㈮　14時～14時20分
●上吉田塚越　風間商店前　12月24日㈬　14時30分～15時
◎天候等により、巡回できない場合があります。
◎�利用カードがない方はその場で発行しますので、身分証明書
をお持ちください。

※�秩父図書館の最新情報はＣをご覧ください。
　右のQRコードを読み取るとアクセスできます。
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【休日急患対応】

P.25「くらしのカレンダー」および冊子「秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

※診療費用は通常の保険診療扱いとなるため、保険証をご持参ください。

【診療時間：10時～13時】
必ず電話で確認の上受診してください。

12月31日 倉林歯科クリニック	 上影森� ☎21－1881
１月１日 しまだ歯科医院	 小鹿野町� ☎72－7201
２日 そよ風歯科医院	 太　田� ☎62－1149
３日 たかはし歯科医院	 中村町� ☎26－5605
４日 田口歯科医院	 黒　谷� ☎22－1118
12日 たばた歯科医院	 横瀬町� ☎25－2323

【初期救急医療】応急処置
●秩父郡市歯科医師会

当番歯科医療機関当番歯科医療機関

埼玉県精神科救急情報センター埼玉県精神科救急情報センター
　夜間・休日において、精神疾患を有する方やその家族などか
ら緊急的な精神医療相談を電話で受け付けます。
電話番号　０４８－７２３－８６９９
　　　　　　　　　　　（ハローキューキュー）
　※発信番号を通知して電話してください。
受付時間　平日（月～金曜）：17時～翌８時30分
　　　　休日（土曜・日曜・祝日）：８時30分～翌８時30分
　※�平日（月～金曜、祝日を除く）８時30分～17時までのご相談は

秩父保健所（０４９４ー２２－３８２４）にご連絡ください。

※�日曜・祝日・年末年始（12月29日～１月3日）は【診療時間：８時30分～翌日８時30分】になります。
※�平日、休日の救急医療体制については秩父郡市医師会のＣでもご確認いただけます。
※�医療機関の都合で変更になることがあります。秩父消防本部（☎21－0119）にご確認ください。

18時以降は必ず電話で確認の上受診してください。
夜間・休日は重症救急患者優先のため、

軽症と思われる場合には、お待ちいただくことがあります。
月曜 皆野病院	 皆野町� ☎62－6300
火曜 秩父市立病院	 桜木町� ☎23－0611
水曜 皆野病院	 皆野町� ☎62－6300
木曜 秩父市立病院	 桜木町� ☎23－0611
金曜 秩父市立病院	 桜木町� ☎23－0611
土曜 皆野病院	 皆野町� ☎62－6300
日曜 秩父市立病院	 桜木町� ☎23－0611

【診療時間：19時30分～22時】祝日は行いません。
必ず電話で確認の上受診してください。

月曜 あらいクリニック	 本　町� ☎25－2711
火曜 秩父市立病院	 桜木町� ☎23－0611
水曜 皆野病院	 皆野町� ☎62－6300
木曜 秩父市立病院	 桜木町� ☎23－0611
金曜 秩父市立病院	 桜木町� ☎23－0611

※必ずしも小児科専門医による診察とは限りません。

※診療費用は通常の保険診療扱いとなるため、保険証をご持参ください。

夜間・休日救急対応夜間・休日救急対応 平日夜間小児初期急患対応平日夜間小児初期急患対応

【診療時間：９時～17時】
必ず電話で確認の上受診してください。

12月14日 休日診療所（内・小）
熊木町☎23－8561
【受付終了時間】
16時30分

21日

28日

31日

１月１日

２日 休日診療所（内・小）熊木町☎23－8561
【診療時間：10時～15時】【受付終了時間：14時30分】

３日

４日
休日診療所（内・小）
熊木町☎23－8561
【受付終了時間】
16時30分

11日

12日

18日

【診療時間：９時～18時】
必ず電話で確認の上受診してください。

12月14日 小鹿野中央病院（内）	 小鹿野町� ☎75－2332
21日 あいおいクリニック（内 ・消内）	 相生町� ☎26－7001
28日 小鹿野中央病院（内）	 小鹿野町� ☎75－2332

31日
大谷津医院（内 ・小）	 阿保町� ☎22－6329
南須原医院（内 ・外）	 長瀞町� ☎66－2038

１月１日 石塚クリニック（内・呼）	 大野原� ☎22－6122
金子医院（内）	 皆野町�  ☎62－0039

２日 小鹿野中央病院（内）	 小鹿野町� ☎75－2332

３日
あらいクリニック（小・内）	 本　町� ☎25－2711
金子クリニック（内）	 山　田� ☎21－7270

４日
荒舩医院（内）	 横瀬町� ☎24－0160
健生堂医院（内・外）	 東　町� ☎22－0270

11日 小鹿野中央病院（内）	 小鹿野町� ☎75－2332
12日 水野医院（内）	 山　田� ☎22－3315
18日 秩父生協病院（内）	 阿保町� ☎23－1300

秩父郡市医師会休日診療所秩父郡市医師会休日診療所 在宅当番医療機関在宅当番医療機関
●秩父郡市医師会

夜間オンライン診療 受付時間延長

病院へ行く？救急車を呼ぶ？迷ったら…
埼玉県の救急電話相談

「#7119」をご利用ください。

ちちぶ地域専用 夜間オンライン診療窓口ちちぶ地域専用 夜間オンライン診療窓口
　自宅からテレビ電話で医師による診療を受けることができます。
申し込み完了から15分程度を目安に診察が始まります。大人だけ
でなく、子どもの症状にも対応していますので、夜間の急な体調
不良の際にご利用ください。
　詳しくは市Ｃをご覧ください。
診療時間：19時～翌８時（365日対応）
診療科目：内科・小児科
対象年齢：全年齢
支払方法：クレジットカード・コンビニ支払
　　　　※こども医療費の助成対象となります。
薬の受渡：調剤薬局・ご自宅等への配送
症状例：発熱、咳、のどの痛み、吐き気、頭痛等
　　　　（すべての症状に対応できるわけではありません。）

　　　 令和７年　　　　令和８年　　　
１２月２８日㈰～１月４日㈰

年末年始は
２４時間体制で受け付けます。
昼間の時間帯（８時～１９時）も
QRコードからお申し込みください。
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秩父保健センター☎２２－０６４８　吉田保健センター☎７７－１１１２
大滝保健センター☎５５－０１０２　荒川保健センター☎５４－２２３１

健康
カレンダー

秩父市
Ｃ

Information
詳細はこちら

ママ、パパ応援

小さな積み重ねで健康長寿小さな積み重ねで健康長寿
ほけんセンターだより

「健康ちちぶ２１（第３次）」では、施策指標の具体的な取り組みを推進しています。
10月号に引き続き、今回は高齢期（65歳以上）の『運動』についてです。

　座ったり、横になる時間が長いほど病気や介
護のリスクは高まります。
　動かない時間を減らすように意識すると自然
と運動量が増え、健康長寿につながります。

〇ウォーキング　〇筋トレ　〇ちちぶ健康アプリを活用　〇地域の活動に参加　など

・テレビのCM中に足踏みをする
・�掃除、洗濯、ゴミ出しなどの家事を丁寧に
する

・�近くのお店は歩いて行く、散歩
　する
・階段を積極的に使う

●高齢者肺炎球菌 任意 予防接種
　定期接種の機会を逃した方の
救済として、接種費用の一部助
成を行っておりますが、こちら
は令和８年３月31日㈫で終了し
ます。
　接種を希望する方は、最寄り
の保健センターへ問い合わせく
ださい。
対象者：過去に接種（一部助成
または自費）したことがない66
歳以上の方
●帯状疱疹 任意 予防接種
　令和７年12月19日㈮で申請受
付を終了します。詳細は市報11
月号ほけんセンターだよりをご
確認ください。

予防接種費用独自助成
の終了

子どもの目の健康を守るために大事なこと

　この３つは、近視の予防に効果的です。
　最近では、長時間近い距離でスマホ画面を見る
ことで近視や斜視のリスクが指摘されています。
若い方ほどなりやすく、幼少期に内斜視になると
視力の低下にもつながります。
　スマホを使用するときは、30分見たら30秒目を
休めると良いです（遠くを見てまばたきするとよ
り効果的）。
　３歳児健診では、弱視の原因となる斜視や近視・
遠視・乱視などの屈折異常を検出する検査を実施
しています。早期発見に重要な検査ですので、必
ず健診を受診しましょう。

にこにこ子育て応援コ
ラム

８月からQRコードが新
しくなりました。まだ
インストールしていな
い方はこの機会にぜひ
ご利用ください♪

と　き ところ（主催団体）
①１月４日㈰　９:30～11:15
　　　　　　　12:30～16:00 ①秩父神社

②１月14日㈬　９:30～11:30
　　　　　　　12:45～16:00 ②歴史文化伝承館（秩父市献血推進協議会）

※変更もありますので事前に確認をお願いします。

献血

「健康ちちぶ２１」施策指標 対　象 現状値（令和５年度） 目標値（令和17年度)

運動習慣のある人の割合
（１日30分、週２回以上の運動
を１年以上継続）

65歳以上男性 79.2% 増加傾向へ

65歳以上女性 82.2% 増加傾向へ

座りっぱなしを減らしましょう 日常生活でのポイント

もっとできる人はチャレンジ！

①明るい部屋で過ごす
②正しい姿勢や距離で物を見る
③外遊びをする（日光を浴びる）
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相談名 とき・ところ
行 政 手 続 １月13日㈫　13時～15時

秩
父
市
役
所

登 記 12月17日㈬、１月21日㈬　13時～15時
税 務 １月５日㈪　10時～12時　
労 働・ 年 金 １月９日㈮　13時～15時
女 性 12月23日㈫、１月27日㈫　13時～15時

ＤＶについて 月～金曜　８時30分～17時15分
※�吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課でも実施

不 動 産
12月26日㈮、１月23日㈮　10時～12時・13時～15時
※�☎または秩父支部Ｃから要予約☎24－1774埼玉県
宅建協会秩父支部

建 　 築 １月16日㈮　10時～12時※☎等で要予約 
☎080－5418－2408埼玉県建築士事務所協会秩父支部事務局へ

「インフルエンザが流行しています」
　

市民生活課の無料相談　☎２６－１１３３（消費生活〈多重債務〉は☎２５－５２００）

12・1  都合により中止と
なる場合があります

相談名 相談日・内容・問い合わせ

子 育 て 月～金曜　９時～16時 秩父市子育て支援センター
（下郷児童館１階）☎24－1712

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（子育て支援課）
下郷児童館２階☎26－6535

生活困窮者への
支援について

月～金曜
８時30分～17時15分

社会福祉課☎25－5204　
※�吉田・大滝・荒川総合支
所市民福祉課でも実施

身体障がい者
に つ い て 月～金曜　９時～17時 フレンドリー（カナの会）

☎26－7102 62－5613

知的障がい者・
障がい児について 月～金曜　９時～17時

フレンドリー（清心会）
☎21－7171 24－9963

精神障がい者
に つ い て

月～金曜　９時～17時
第一土曜　９時～12時

生活支援センター｢アクセス｣
☎24－1025 24－1026

障がい者の
就 労・ 生 活 月～金曜　９時～17時 秩父障がい者就労支援センター

「キャップ」☎21－7171 24－9963

い じ め・
不 登 校 等

月～金曜
９時～12時・13時～17時

教育相談室 ☎26－6321
※Ｃからメール相談可

ひきこもり
孤 独・ 孤 立

月～金曜
８時30分～17時15分

秩父地域居場所づくり
サポートセンター
☎53－9564
３iguragakko@gmail.com

ひきこもり
専 門 相 談
（公認心理師）

奇数月第１火曜
13時30分～15時30分

秩父保健所 ☎22－3824
ひきこもり家族
ミーティング
（公認心理師）

奇数月第３火曜
13時30分～15時30分

相談名 とき・ところ
消費生活（多重債務） 月～金曜　９時～12時・13時～16時 秩父市役所

法 律
1月６日㈫・15日㈭　10時～15時 秩父市役所
※�☎で要予約　12月22日㈪９時から受付、各日先着10人

人 権
毎月第２・４水曜　13時～16時 秩父市役所
12月17日㈬　13時～16時 荒川総合支所

行 政
※時間は
　いずれも
　13時～15時

１月19日㈪ 秩父市役所
１月５日㈪ 吉田保健センター
12月22日㈪、１月26日㈪ 大滝総合支所
１月19日㈪ 荒川総合支所

市 民 毎月第２・４木曜　13時～16時 秩父市役所

※相談日が祝日の場合はお休みです。

○○を○○を　　　　　　　　やってみた！やってみた！手話で QRで手話を動画で見られます。

　小指を立てた右手を口元か
ら小さく前へ2回出します。

　両手5指のつまみを胸前か
ら開きながら左右斜め前へ出
します。

　左手の親指と人差し指を平行
に伸ばし、右手人差し指を縦に
あて「中」の字形を作ります。

※相談日が祝日の場合はお休みです。
相談名 相談日・内容・問い合わせ

人 権
月～金曜 ８時30分～17時15分

さいたま地方法務局
秩父支局☎22－0827火曜（第５週を除く）９時～16時

（人権擁護委員による相談）

公 証 相 談
月～金曜　９時～17時
※☎で要予約
秩父公証役場

秩父公証役場（西武秩父
駅前MTビル１階）
☎23－3788　

心 配 ご と 月～金曜
８時30分～17時15分

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

内 職 月～金曜　９時～16時
ジョブプラザちちぶ

ジョブプラザちちぶ
（地場産センター３階）
☎24－5222
産業支援課☎25－5208職 業 月～金曜　９時～17時

ジョブプラザちちぶ

中小企業向け
よろず相談

埼玉県信用保証協会によ
る相談（☎で要予約）
先端技術推進課

先端技術推進課
☎21－5522

中小企業診断士による相
談（火曜）
地場産センター

地場産センター
☎25－0088

労 働 相 談 月～金曜　９時～17時
（受付：16時30分まで）

埼玉県労働相談センター
☎048－830－4522

キャリアコン
サルタントに
よる就職相談

12/17㈬、１/７㈬・21㈬
10時～
歴文館２階談話室

定５人（１人45分、☎で要予約）

埼玉しごとセンター事務局
（予約専用受付ダイヤル）
☎049－265－5844

無料相談会
（若者自立就労
支援事業）

深谷若者サポートステーション
予約専用受付ダイヤル　☎048－577－4727
対就労に不安や悩みを持つ若者（15歳～49歳）
※１人60分、☎で要予約

企業・求職者向
けセミナーなど

ちちぶ雇用活性化協議会☎26－7691
※セミナー情報は13ページをご覧ください！
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くらしのカレンダーくらしのカレンダー

日 月 火 水 木 金 土
8 9 1110 12 13

14 15 16 17 18 2019

2321 24 25 26 2722

31

5

28 33029

4

2

7 8 9 106

11 12 13 14 15 16 17

1/1

12/7

休館： 大滝

休館： 大滝

休館： 大滝

休館： 大滝

休館： 大滝

休館： 大滝

休館： 秩父

休館： 秩父

秩父 人権相談

秩父 人権相談

秩父 人権相談

胃がん検診
けやきがん検診等

ママサロン（下郷児童館内）

ママサロン（横瀬児童館）

１歳６か月からのあそ
びの教室

乳がん・子宮頸がん検診
けやきがん検診等

育児相談
ママサロン（長瀞町）

３歳児健康診査

１歳６か月児健康診査

４か月児健康診査
ママサロン（小鹿野町）

休館： 大滝

休館： 大滝

休館： 大滝

休館：秩父 荒川 吉田

休館：秩父 荒川 吉田

休館：秩父 荒川 吉田

休館：秩父 荒川 吉田

休館：荒川 吉田 大滝

秩父 登記相談
荒川 人権相談

秩父 市民相談

秩父 市民相談

秩父 法律相談

秩父 法律相談

秩父 法律相談

秩父 市民相談

秩父 労働・年金相談

秩父 建築相談

荒川 行政相談

秩父 不動産相談

秩父 労働・年金相談

秩父 女性相談

秩父 税務相談
吉田 行政相談

大滝 行政相談

秩父 行政手続相談

秩父 行政手続相談

秩父 行政相談

夜間窓口

夜間窓口

夜間窓口

保健センターの催し・健診など（１段目）

秩父 市役所本庁舎２階　吉田 吉田保健センター
大滝 大滝総合支所　　　荒川 荒川総合支所
問市民生活課☎２６－１１３３
■�その他の相談はＰ．27「無料相談室」をご覧ください。

胸部レントゲン、大腸がん検診、前立腺がん検診等を
次の会場で実施しています（受付：13時～14時）。
けやき市民会館 けやきフォーラム
福祉福祉女性会館 影森 影森公民館
■くらしのカレンダーに記載のある会場のみ掲載�

市民生活課の無料相談室（２段目）

秩父 秩父図書館　　吉田 吉田分館
大滝 大滝分館　　　荒川 荒川図書館
■�Ｐ．24「図書館だより」もご覧ください。

 図書館休館日

休館： 大滝

休館： 大滝

　 市民会館休館日

（注）市外局番表記のない電話番号は「０４９４」が、市外局番となります。

市民会館休館

市民会館休館

市民会館休館市民会館休館 市民会館休館 市民会館休館 市民会館休館 市民会館休館

市民会館休館

市民会館休館

市民会館休館

ママサロン（下郷児童館内）
影森 がん検診等

３歳児健康診査

10か月児健康診査
ママサロン・マタニティ
教室（横瀬児童館）

４か月児健康診査
ママサロン・マタニティ
教室（皆野町）

休館：秩父

12/７㈰～１/17㈯

納期限

12/25㈭

12月の納税
●固定資産税　第３期
●国民健康保険税　第６期

１納税課☎２２－２２１０

納期限内の納付にご協力をお願いします。
口座振替をご利用の方は、納期限の日に振り替えます
ので、預貯金の残高をご確認ください。

赤ちゃんのあそびの教室
福祉 がん検診等

影森がん検診等

元日

成人の日

最終日曜
窓　口

休館： 大滝吉田荒川秩父休館：秩父 荒川 吉田 大滝 休館：秩父 荒川 吉田 大滝 休館：秩父 荒川 吉田 大滝 休館：秩父 荒川 吉田 大滝 休館：秩父 荒川 吉田 大滝

◎１２月３１日㈬、１月１日（木・祝）は、休日等の戸籍の届出窓口を行いません。

平日夜間窓口 最終日曜窓口
（17時15分～19時）（第２・４木曜日） （８時30分～12時、13時～17時）

市民課　☎２２－５３４８　（市役所本庁舎１階１番）
●戸籍の届書預かり ●戸籍謄本、住民票の写しの発行
●火葬許可証等の発行 ●印鑑登録、印鑑証明書の発行
●転入・転出・転居届等の受け付け（マイナンバーカード等の処理を含む）
●パスポート（旅券）交付業務（最終日曜窓口では９時～12時、13時～16時30分）
保険年金課　☎２５―５２０１　（市役所本庁舎１階２番）
●国民健康保険、国民年金、高齢者医療等に関する業務
保育こども課　☎２５－５２０６　（市役所本庁舎１階４番）
●保育所、児童手当、子育て支援に関する業務
納税課　☎２５－２２１０　（市役所本庁舎１階１３番）
●納税と納税相談の受け付け　 ●納税証明書の発行
土・日・祝日（９時～12時、13時～16時）
☎２２－２２１１（代表）　（市役所本庁舎１階総合案内カウンター）
●戸籍の届出書の預かり ●火葬許可証等の発行

※業務の一部について、処理できない場合があります。詳細はお問い合わせください。
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　10月12日、茨城県つくば市で上記大会が開催され、９
人の秩父市在住の選手が出場し、４人の選手が次のとお
り入賞されました。チャンピオンシップ男子アンダー23  
３位 坂

さか

本
もと

優
ゆう

和
わ

選手（写真右）、マスターズ男子 ２位 髙
たか

山
やま

祐
ゆう

次
じ

郎
ろう

選手、９～10歳男子 ２位 関
せき

根
ね

一
かず

真
ま

選手、12歳
以下女子クルーザー 小

お

崎
ざき

心
ここ

菜
な

選手 ２位　

「第42回全日本自転車競技選手権 ＢＭＸレーシング」
 秩父市の選手が入賞

　旧秩父市制施行50周年の記念事業として羊山公園
に埋められたタイムカプセルが11月1日に掘り起こ
されました。中には2000年当時に書かれた、25年後
への思いが詰まった手紙等が入っており、開封式も
行われました。

「西暦2025年へのメッセージ」タイムカプセル開封

　９月20・21日、大阪府門真市・和歌山県和歌山市
で開催された上記大会に、秩父第一中学校の生徒５
人が出場し、その報告のため、市長を訪問しました。
おめでとうございます。

　石
い し

渡
わ た

釉
ゆ

望
の

さん（影森中2年、写真左）と髙
た か

野
の

未
み

来
ら い

さん（原谷小6年、写真右）を含む日本代表チームは、
10月にスペインで開催された「2025年度世界ジュニ
アペタンク選手権大会」に出場し、29か国中12位の
成績を収めました。同チームが決勝トーナメントに
進出したのは８年ぶりのことです。

市内のジュニアペタンク選手　強豪国相手に健闘！

わが家のアイドルわが家のアイドル

堀
ほり

口
ぐち

　利
り

律
つ

 くん
猫と車大好き！

吉
よし

田
だ

　緒
お

莉
り

 ちゃん
ねぇねだいすき♥

いっしょにダンスしようね

髙
たか

橋
はし

　仙
せん

 くん
ニコニコ笑顔のわが家の癒し、

ハンカチが大好き♡

柴
しば

崎
さき

　想
そう

士
と

 くん
食べるの大好き、お姉ちゃん大好き、

いつもニコニコな僕♡

　１～１歳半程度の市内在住のお子さんの画像（500KB以上）を添付の上、件名に「わが家のアイドル」、本文に必要事項（住
所・保護者の氏名・電話番号・お子さんの氏名〈ふりがな〉・性別・生年月日〈和暦〉・コメント）を入力し、広報広聴課（koho@
city.chichibu.lg.jp）までご応募ください。掲載される写真はＣ・市役所内デジタルサイネージに掲載する場合があります。
※発行月により、白黒またはカラーとなります。掲載号は選べません。

JVA第28回全国ヤングクラブバレーボール大会出場

FUKAYA VA所属　笠原柊弥選手FUKAYA VA所属　笠原柊弥選手
チームNORTH WINDS 所属　瀬尾亮太選手、同　新井チームNORTH WINDS 所属　瀬尾亮太選手、同　新井
空和選手、同　強矢将宗選手、同　強矢慶宗選手空和選手、同　強矢将宗選手、同　強矢慶宗選手
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―個性ある地域の力を活かして、わかちあいの秩父をつくる―




